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江
戸
時
代
初
期
の
改
元
難
陳
に
お
け
る
経
学
的
要
素

水

上

雅

晴

一
、
問
題
の
所
在

　

一
世
一
元
制
が
採
用
さ
れ
る
前
、
国
内
の
年
号
の
多
く
は
改
元
定
と
呼
ば
れ
る
朝
議
に
お
い
て
決
め
ら
れ
た
。
新
年
号
の
最
終
的
な
決

定
権
が
天
皇
の
手
に
あ
っ
た
と
は
言
え
、
候
補
選
定
の
や
り
直
し
を
命
ず
る
よ
う
に
主
体
性
を
発
揮
す
る
こ
と
は
少
な
く
、
年
号
案
を
考

案
し
篩
に
か
け
た
朝
臣
の
お
膳
立
て
に
乗
っ
て
い
た
、
と
言
っ
て
も
大
過
な
い
。
年
号
案
の
考
案
は
年
号
勘
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
紀
伝

道
の
家
に
属
す
る
者
か
ら
数
名
、
改
元
定
に
先
立
っ
て
任
命
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
式
部
大
輔
や
文
章
博
士
の
地
位
に
あ
る
者
が

大
半
で
あ
り
、
中
級
貴
族
に
属
す
る
彼
ら
は
勘
申
、
す
な
わ
ち
複
数
の
年
号
案
を
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
典
拠
と
な
る
漢
籍
の
引
文
を
併
せ

て
記
し
た
年
号
勘
文
を
提
出
す
る
こ
と
が
そ
の
役
目
で
あ
っ
た
。
勘
申
さ
れ
た
年
号
案
か
ら
上
奏
す
る
候
補
年
号
に
絞
り
込
む
の
は
、
上

級
貴
族
に
属
す
る
公
卿
の
役
目
で
あ
り
、
陣
座
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
改
元
定
の
儀
式
と
評
議
に
参
仕
す
る
よ
う
に
任
命
さ
れ
た
公
卿
は
、

少
な
く
と
も
三
度
、
意
見
表
明
の
機
会
が
与
え
ら
れ
た
。

　

最
初
は
挙
奏
の
段
階
で
あ
り
、
年
号
勘
文
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
後
、
会
議
主
宰
者
で
あ
る
上
卿
の
「
定
め
申
せ
」
と
の
言
葉
を
承
け
て
、

一
人
一
人
が
候
補
年
号
た
り
得
る
年
号
案
を
一
〜
三
個
推
薦
す
る
。
た
と
え
ば
、
建
久
（
一
一
九
〇
〜
一
一
九
九
）
度
の
改
元
定
に
お
い

て
、「
藤
中
納
言
」
こ
と
藤
原
兼
光
（
一
一
四
五
〜
一
一
九
六
）
が
「
年
号
可
被
用
何
字
哉
事
、
建
久
可
宜（

1
）」
と
答
え
て
い
る
よ
う
な

調
子
で
あ
る
。
参
仕
公
卿
が
誰
も
挙
奏
し
な
か
っ
た
年
号
案
が
そ
の
後
の
議
論
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
稀
だ
か
ら
、
挙
奏
の
段
階
に



五
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お
い
て
予
備
選
抜
が
な
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
二
度
目
の
意
見
表
明
は
「
難
陳
」
の
段
階
で
あ
り
、
挙
奏
さ
れ
た
年
号
案
の
中
か
ら
上

奏
す
る
年
号
候
補
を
選
ぶ
た
め
の
議
論
が
交
わ
さ
れ
る
。
難
陳
の
「
難
」
は
反
対
意
見
、「
陳
」
は
賛
成
意
見
を
意
味
す
る
。
参
仕
公
卿

が
全
員
、
難
陳
に
お
い
て
発
言
す
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
議
論
に
関
わ
る
権
利
は
持
っ
て
い
る
。
こ
の
難
陳
を
通
し
て
、
大

抵
、
二
つ
の
候
補
年
号
に
絞
り
込
ま
れ
て
上
奏
さ
れ
る
が
、
天
皇
は
、
そ
の
中
か
ら
一
つ
を
選
び
定
め
る
よ
う
に
指
示
し
て
差
し
戻
す
の

が
通
例
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
二
度
目
の
難
陳
が
な
さ
れ
、
参
仕
公
卿
に
と
っ
て
は
三
度
目
の
意
見
表
明
の
機
会
が
与
え
ら
れ
る
。
二
度

目
の
難
陳
を
通
し
て
一
つ
に
定
め
ら
れ
た
候
補
年
号
は
、
大
半
の
場
合
、
天
皇
に
よ
っ
て
嘉
納
さ
れ
、
新
年
号
と
し
て
施
行
さ
れ
る（

2
）。

　

一
連
の
流
れ
を
見
る
と
、
改
元
定
の
度
に
二
度
な
さ
れ
る
難
陳
は
、
事
実
上
、
新
年
号
を
決
め
る
場
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ

る
。
さ
り
な
が
ら
年
号
研
究
の
中
で
、
難
陳
に
注
意
が
払
わ
れ
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
。
年
号
研
究
の
基
礎
を
築
い
た

森
本
角
蔵
は
、
難
陳
の
議
論
に
つ
い
て
、「
文
字
の
形
態
、
音
韻
、
語
句
の
意
味
又
は
先
例
等
で
あ
る
」
と
そ
の
内
容
を
概
括
し
た
後
、「
今

日
か
ら
見
れ
ば
殆
ど
と
る
に
足
ら
ぬ
こ
と
が
多
い（

3
）」
と
述
べ
、
難
陳
に
対
し
て
学
術
的
価
値
を
あ
ま
り
認
め
て
い
な
い
。
確
か
に
難

陳
の
記
事
を
個
別
に
見
る
限
り
、
学
問
的
と
は
言
い
が
た
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
研
究
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
る
意

味
を
見
出
だ
す
の
が
困
難
か
も
知
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
難
陳
の
記
事
を
通
覧
し
、「
文
字
の
形
態
、
音
韻
、
語
句
の
意
味
」
に
関
わ
る
議
論
を
見
て
い
く
と
、
国
内
に
お
け
る
漢
学

の
変
遷
を
た
ど
る
上
で
看
過
し
が
た
い
要
素
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
難
陳
の
議
論
が
定
例
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
中
世（

4
）の
改
元
記
事

に
初
歩
的
な
考
察
を
加
え
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
結
果
、
難
陳
の
中
で
は
、
経
学
、
す
な
わ
ち
儒
家
の
経
典
の
解
釈
に
関
わ
る
議
論
が
展

開
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
難
陳
の
中
で
言
及
さ
れ
る
漢
籍
は
、
年
号
勘
文
に
引
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
少
な
く
な
い
こ
と
が
判

明
し
た（

5
）。
難
陳
の
記
事
を
通
し
て
漢
籍
・
漢
学
受
容
の
状
況
に
関
し
て
他
の
史
料
に
は
見
ら
れ
な
い
情
報
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
分
か

っ
た
の
で
、
他
の
時
代
の
難
陳
に
つ
い
て
も
調
査
と
考
察
を
行
う
価
値
が
あ
る
と
考
え
、
本
稿
で
は
、
江
戸
時
代
に
な
さ
れ
た
難
陳
の
実

態
を
紹
介
し
、
併
せ
て
そ
の
議
論
と
経
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。
た
だ
し
江
戸
時
代
の
難
陳
全
体
の
調
査
を
終
え
る
に
は

ま
だ
な
お
相
当
の
時
間
を
要
す
る
の
で
、
考
察
範
囲
を
江
戸
時
代
初
期
に
限
定
す
る
。
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二
、
江
戸
時
代
の
難
陳
と
そ
の
特
色

　

元
来
は
朝
廷
の
専
権
事
項
で
あ
っ
た
改
元
は
、
武
家
勢
力
の
伸
張
に
伴
っ
て
、
次
第
に
幕
府
か
ら
干
渉
を
受
け
る
場
面
が
出
来
す
る
よ

う
に
な
り
、
鎌
倉
時
代
以
降
の
年
号
制
定
プ
ロ
セ
ス
に
は
朝
幕
間
の
力
関
係
が
反
映
す
る
よ
う
に
な
る
。
幕
府
か
ら
の
関
与
の
度
合
い
が

最
も
高
ま
っ
た
の
が
江
戸
時
代
で
あ
り
、
元
和
（
一
六
一
五
〜
一
六
二
四
）
改
元
直
後
に
公
布
さ
れ
た
「
禁
中
並
公
家
諸
法
度
」
第
八
条

の
「
改
元
、
漢
朝
年
号
之
内
、
以
二
吉－

例
一
可
二
相
定
一
。
但
、
重
而
於
二
習
礼
相
熟
一
者
、
可
レ
為
二
本
朝
先
規
之
作
法
一
事（

6
）」
と
の
規
定
、

お
よ
び
正
保
（
一
六
四
五
〜
一
六
四
八
）
改
元
時
に
将
軍
家
光
か
ら
発
せ
ら
れ
た
「
年
号
ハ
天
下
共
ニ
用
ル
コ
ト
ナ
レ
バ
武
家
ヨ
リ
定
ム

ベ
キ
コ
ト
勿
論
ナ
リ（

7
）」
と
の
言
葉
か
ら
、
年
号
制
定
の
権
限
が
朝
廷
か
ら
幕
府
に
移
行
し
た
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。
具
体
的
に
見
ら

れ
た
変
化
を
挙
げ
る
と
、
従
来
、
朝
廷
の
み
で
決
め
て
き
た
年
号
と
改
元
日
は
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
事
前
に
幕
府
と
の
相
談
が
必
要
に

な
り
、
年
号
の
選
定
に
つ
い
て
言
う
と
、
難
陳
を
通
し
て
し
ぼ
り
込
ん
だ
複
数
の
候
補
年
号
は
、
従
来
、
天
皇
に
上
奏
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
の
前
に
武
家
伝
奏
を
通
し
て
幕
府
に
伝
え
ら
れ
、
幕
府
が
そ
の
中
か
ら
一
つ
選
ぶ
よ
う
に
変
わ
り
、
時
に
は
改
元
の
手
続
き
が
始
ま
る

前
に
、
新
年
号
案
が
幕
府
か
ら
示
さ
れ
る
こ
と
す
ら
あ
っ
た（

8
）。

　

朝
廷
内
で
実
施
さ
れ
る
議
論
が
年
号
制
定
プ
ロ
セ
ス
に
占
め
る
重
要
性
の
低
下
が
覆
い
よ
う
が
無
く
な
る
一
方
で
、
難
陳
を
含
む
改
元

定
の
形
式
面
の
整
備
は
進
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
所
功
の
説
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、「
こ
れ
ら
の
儀
礼
作
法
は
、
事
前
に
難
陳
で
誰
が
ど
の

よ
う
な
意
見
を
述
べ
る
の
か
や
、
当
日
の
段
取
り
な
ど
十
分
に
調
整
さ
れ
て
い
た
。
実
際
に
改
元
定
の
数
日
前
か
ら
当
日
の
儀
礼
に
参
加

す
る
公
卿
ら
を
集
め
た
下
打
ち
合
わ
せ
と
練
習
が
行
わ
れ
て
い
る（

9
）」。
と
す
る
と
、
参
仕
す
る
公
卿
た
ち
に
と
っ
て
、
江
戸
時
代
の
難

陳
は
、
そ
れ
以
前
に
比
べ
て
参
加
す
る
意
義
が
乏
し
く
な
っ
て
い
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
議
論
の
記
録
は
相
当
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中

に
は
旧
套
を
脱
し
な
い
お
ざ
な
り
な
言
説
も
少
な
く
な
い
が
、
中
世
の
難
陳
に
見
ら
れ
た
学
術
的
な
要
素
も
同
様
に
看
取
さ
れ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
の
で
、
以
下
、
三
つ
の
観
点
か
ら
検
討
を
加
え
て
い
く
。
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三
、
漢
宋
兼
学

　

日
本
で
は
古
来
、
漢
学
が
為
政
者
や
知
識
人
の
基
礎
教
養
の
一
部
を
構
成
し
て
お
り
、
朝
廷
内
で
の
漢
籍
講
授
は
、
そ
れ
を
家
業
と
す

る
博
士
家
に
よ
っ
て
、
各
家
の
中
に
伝
承
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
と
訓
点
に
即
し
て
実
施
さ
れ
た
。
博
士
家
の
中
、
紀
伝
道
に
属
す
る
者
が
年

号
勘
文
を
勘
申
し
、
若
年
期
に
博
士
家
か
ら
漢
籍
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
公
卿
が
難
陳
に
従
事
し
た
。
博
士
家
は
、
家
内
で
伝
え
ら
れ
て

き
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
形
を
変
え
ず
に
伝
え
る
こ
と
に
至
上
の
価
値
を
置
き
、
そ
れ
を
行
え
る
こ
と
に
自
家
の
存
在
意
義
を
見
出
し
て
い

た
。
し
た
が
っ
て
、
経
書
、
す
な
わ
ち
儒
家
の
経
典
に
つ
い
て
言
え
ば
、
漢
唐
の
古
注
に
も
と
づ
く
訓
点
を
書
き
加
え
た
鈔
本
を
通
じ
た

学
問
伝
承
が
長
期
に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ（

10
）、
年
号
勘
文
に
年
号
案
の
典
拠
と
し
て
附
記
さ
れ
る
漢
籍
の
引
文
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
難

陳
に
は
、
そ
う
し
て
伝
え
ら
れ
た
古
鈔
本
の
テ
キ
ス
ト
が
引
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
朱
子
学
の
伝
来
は
、
博
士
家
に
よ
る
漢
籍
テ
キ
ス

ト
と
そ
れ
に
対
す
る
解
釈
の
伝
授
に
変
化
を
も
た
ら
し
、
影
響
が
難
陳
の
内
容
に
ま
で
及
ぶ
よ
う
に
な
る
。

　

た
と
え
ば
、
永
和
（
一
三
七
五
〜
一
三
七
九
）
度
の
改
元
の
際
、
柳
原
忠
光
（
一
三
三
四
〜
一
三
七
九
）
が
勘
申
し
た
年
号
案
「
寛
永
」

は
、
年
号
勘
文
の
中
で
、「
毛
詩
曰
：
考
槃
在
澗
、
碩
人
之
寛
、
独
寐
寤
言
、
永
矢
弗
諼
。
註
曰
：
碩
大
、
寛
広
、
永
長
、
矢
誓
也
」
の

引
文
を
伴
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
引
文
の
《
毛
詩
・
衛
風
・
考
槃
》
の
経
文
に
附
さ
れ
て
い
る
「
註
」
は
、「
古
注
」
の
毛
伝
や
鄭
箋

で
は
な
く
、「
新
注
」
で
あ
る
朱
熹
（
一
一
三
〇
〜
一
二
〇
〇
）《
詩
集
伝
》
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
高
辻
長
成
（
一
二
〇
五
〜

一
二
八
一
）
原
撰
《
元
秘
別
録
》
に
は
、
年
号
案
「
寛
永
」
二
字
の
下
に
「
朱
熹
新
注
初
引
之（

11
）」
と
注
記
さ
れ
て
お
り
、
東
坊
城
秀

長
（
一
三
三
八
〜
一
四
一
一
）
の
日
記
《
迎
陽
記
》
に
よ
る
と
、
応
安
八
年
（
一
三
七
五
）
二
月
二
十
七
日
に
行
わ
れ
た
難
陳
の
場
で
は
、

前
例
の
無
い
こ
の
年
号
案
も
議
論
の
俎
上
に
上
り
、
古
注
の
解
釈
に
は
誹
謗
の
意
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
新
注
の
解
釈
だ
と
賞
賛
の
意
が

認
め
ら
れ
る
の
で
、
年
号
案
と
し
て
支
障
が
無
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
難
陳
に
も
参
加
し
た
勘
申
者
の
忠
光
が
発
し
た
言
葉
「
於

朱
文
公
者
近
代
名
人
、
随
而
如
御
談
義
被
講
此
注
書
之
間
、
向
後
年
号
引
文
為
傍
例（

12
）」
は
、
古
注
一
色
だ
っ
た
朝
廷
内
に
も
お
い
て

も
朱
子
学
が
浸
透
し
て
き
た
こ
と
を
示
す
。
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年
号
勘
文
を
集
成
し
た
《
元
秘
別
録
》
を
見
て
い
く
と
、
朱
熹
の
注
釈
に
も
と
づ
く
年
号
案
「
寛
永
」
は
、
そ
の
後
、
応
永
（
一
三
九
四

〜
一
四
二
八
）
度
・
文
安
（
一
四
四
四
〜
一
四
四
九
）
度
・
延
徳
（
一
四
八
九
〜
一
四
九
二
）
度
・
文
亀
（
一
五
〇
一
〜
一
五
〇
四
）
度
・

永
正
（
一
五
〇
四
〜
一
五
二
一
）
度
・
天
文
（
一
五
三
二
〜
一
五
五
五
）
度
・
元
亀
（
一
五
七
〇
〜
一
五
七
三
）
度
・
寛
永
（
一
六
二
四

〜
一
六
四
五
）
度
の
八
回
も
勘
申
さ
れ
て
い
る
。
朱
熹
が
私
淑
し
て
い
た
程
頤
（
一
〇
三
三
〜
一
一
〇
七
）
が
作
成
し
た
《
周
易
》
の
新

注
の
一
つ
と
み
な
さ
れ
る
注
釈
書
《
伊
川
易
伝
》
に
由
来
す
る
年
号
案
「
正
永
」
は
、
引
文
「
周
易
曰
：
厚
筮
、
元
永
貞
、
無
咎
、
以
剛

中
。
注
曰
：
居
中
得
正
、
能
永
而
貞
也
」（
比
卦
彖
伝
）
を
伴
っ
て
、
康
応
（
一
三
八
九
〜
一
三
九
〇
）
度
を
皮
切
り
に
、
明
徳
（
一
三
九
〇

〜
一
三
九
四
）
度
・
応
永
（
一
三
九
四
〜
一
四
二
八
）
度
・
宝
永
（
一
七
〇
四
〜
一
七
一
一
）
度
の
四
回
勘
申
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
新
注
系
の
注
釈
書
も
年
号
勘
文
に
引
か
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
難
陳
に
顔
を
出
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
無
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

の
状
況
は
江
戸
時
代
に
入
る
と
様
変
わ
り
を
見
せ
る
。
ま
ず
は
正
保
度
の
事
例
を
い
く
つ
か
検
討
し
て
み
よ
う
。

　

事
例
（
ａ
）　

正
保
度
に
難
陳
の
対
象
と
な
っ
た
年
号
案
の
一
つ
が
「
寛
安
」
で
あ
り
、
五
条
為
適
（
一
五
九
七
〜
一
六
五
二
）
に
よ

っ
て
勘
申
さ
れ
た
。
引
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

毛
詩
注
疏
曰
：
二
后
行
寛
安
之
意
、
其
下
効
之
。

　

こ
の
句
は
、《
毛
詩
・
周
頌
・
昊
天
有
成
命
》
孔
疏
に
見
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
「
寛
安
」
が
勘
申
さ
れ
る
度
に
使
わ
れ
て
い
た
。

こ
の
年
号
案
と
引
文
に
対
し
て
、
日
野
弘
資
（
一
六
一
七
〜
一
六
八
七
）
は
反
論
を
展
開
し
、
そ
の
中
で
「
加
之
、〈
昊
天
有
成
命
〉
ハ
、

「
祀
成
王
詩
」
之
由
、
見
朱
文
公
《
註
》、
旁
不
甘
心
事
乎（

13
）」
と
述
べ
て
い
る
。
朱
熹
の
注
釈
に
よ
る
と
、〈
昊
天
有
成
命
〉
は
、
周
室

に
お
い
て
武
王
の
子
で
あ
る
成
王
を
祀
っ
た
詩
で
あ
る
か
ら
、
弘
資
は
、
詩
が
作
ら
れ
た
時
点
で
祭
祀
の
対
象
は
既
に
物
故
し
て
い
て
縁

起
が
悪
く
、
年
号
案
の
典
拠
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
、
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
着
目
す
べ
き
は
、
弘
資
の
指
摘
の
当
否
で
は
な
く
、
論
難
の
根
拠
が
朱
熹
《
詩
集
伝
》
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。〈
昊

天
有
成
命
〉
に
対
す
る
小
序
に
は
「
天
地
を
郊
祀
す
る
な
り
」
と
あ
り
、
伝
統
的
な
解
釈
に
よ
る
限
り
、
祀
る
対
象
は
天
地
で
あ
っ
て
人



六
〇

で
は
な
い
か
ら
、
年
号
案
に
対
し
て
批
判
が
投
げ
か
け
ら
れ
る
い
わ
れ
は
無
い
の
で
あ
る
が
、
弘
資
は
新
注
の
解
釈
を
導
入
し
、
そ
う
す

る
こ
と
で
反
論
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

事
例
（
ｂ
）　

五
条
為
適
が
勘
申
し
た
年
号
案
「
寛
安
」
に
対
し
て
、
徳
大
寺
公
信
（
一
六
〇
六
〜
一
六
八
四
）
は
以
下
の
よ
う
に
論

難
を
加
え
て
い
る
。

且
又
寛
安
両
字
連
続
、
可
有
其
憚
。
韻
書
云
：「
寛
、
緩
也
」。「
民
事
不
可
緩
也
」。「
安
楽
怠
惰
、
使
人
亡
其
智
能
」。
又
云
：「
以

安
楽
失
之
者
多
矣
」。
由
是
観
之
、
難
被
挙
用
歟
。

　

文
中
で
「
韻
書
」
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
書
物
が
何
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
次
節
に
お
い
て
論
じ
る
。
公
信
に
よ
る
と
、「
韻
書
」

の
訓
詁
か
ら
「
寛
」
字
が
「
緩
」
に
通
じ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
、《
孟
子
・
滕
文
公
上
》
に
記
さ
れ
て
い
る
「
民
事
は
緩お

こ
たる
べ
か
ら
ざ
る

な
り
」
と
い
う
孟
子
の
言
葉
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、「
緩
」
字
を
含
む
年
号
は
、
人
民
の
こ
と
を
疎
か
に
す
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ

差
し
障
り
が
あ
る
。
さ
ら
に
《
孟
子
・
告
子
下
》「
然
後
知
生
於
憂
患
而
死
於
安
楽
也
」
句
に
対
す
る
古
注
で
あ
る
趙
岐
注
の
「
安
楽
怠

惰
は
、
人
を
し
て
其
の
智
能
を
亡
は
し
む（

14
）」
お
よ
び
新
注
で
あ
る
朱
熹
《
孟
子
集
注
》
の
「
安
楽
を
以
て
之
を
失
ふ
者
多
し
」
を
参

照
す
る
と
、「
安
」
字
に
も
「
緩
」
に
類
す
る
意
味
が
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
た
具
合
が
悪
い
。
公
信
が
朱
熹
の
名
前
も
《
孟
子
集
注
》
の
書

名
も
出
さ
ず
に
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
新
注
受
容
の
広
が
り
を
感
じ
さ
せ
る
。

　

事
例
（
ｃ
）　

や
は
り
五
条
為
適
が
勘
申
し
た
年
号
案
「
貞
正
」
に
対
し
て
、
徳
大
寺
公
信
は
擁
護
す
る
論
陣
を
張
り
、
そ
の
中
で
新

注
の
「
覆
載
生
成
之
偏
、
及
寒
暑
災
祥
之
不
得
其
正
者
」
と
古
注
の
「
尊
長
於
人
為
君
者
、
当
須
章
明
己
志
為
貞
正
之
教
也
」
と
を
順
に

引
い
て
い
る
。
前
者
は
朱
熹
《
中
庸
章
句
》
第
十
二
章
、
後
者
は
《
礼
記
・
緇
衣
》
孔
疏
に
見
え
る
。

　

事
例
（
ｄ
）　

五
条
為
適
は
さ
ら
に
年
号
案
「
正
観
」
も
勘
申
し
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
て
姉
小
路
公
景
（
一
六
〇
二
〜
一
六
五
〇
）
は
、

「
観
」
字
に
「
不
祥
」
の
意
が
あ
る
と
考
え
、
そ
れ
を
証
明
す
る
た
め
に
、《
周
易
・
観
卦
初
六
》「
童
観
、
小
人
无
咎
。
君
子
吝
」
句
に

対
す
る
新
注
の
程
頤
《
易
伝
》
と
古
注
の
王
弼
《
周
易
注
》
と
を
引
い
て
い
る（

15
）。
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一

　

事
例
（
ａ
）〜（
ｄ
）
を
見
る
と
、
三
名
の
参
仕
公
卿
が
難
陳
の
中
で
朱
熹
と
程
頤
の
注
釈
書
を
引
い
て
お
り
、
新
注
の
受
容
が
進
ん

だ
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
依
拠
す
る
注
釈
が
新
注
に
切
り
替
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
新
注
も
依
然
と
し
て
立
論
の
論
拠
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
。
中
国
の
学
術
史
の
中
で
、
古
注
に
依
拠
し
て
展
開
す
る
学
問
は
「
漢
学
」、
新
注
に
依
拠
し
て
展
開
す
る
学
問
は
「
宋

学
」
と
称
さ
れ
、
一
方
だ
け
に
偏
ら
ず
両
方
を
利
用
す
る
学
問
的
立
場
は
「
漢
宋
兼
学
」
と
称
さ
れ
る
。
正
保
度
に
お
け
る
難
陳
の
議
論

に
は
こ
の
「
漢
宋
兼
学
」
の
立
場
が
発
揮
さ
れ
て
お
り
、
続
く
慶
安
（
一
六
四
八
〜
一
六
五
二
）
度
の
難
陳
に
も
同
様
の
立
場
が
看
取
さ

れ
る
。

　

事
例
（
ｅ
）　

五
条
為
適
が
勘
申
し
た
年
号
案
「
明
暦
」
に
つ
い
て
、
烏
丸
資
慶
（
一
六
二
二
〜
一
六
七
〇
）
は
、
年
号
の
上
の
字
に
「
明
」

が
使
わ
れ
た
先
例
が
少
な
い
こ
と
に
加
え
、
数
少
な
い
先
例
を
た
ど
っ
て
も
、
後
小
松
天
皇
の
明
徳
二
年
（
一
三
九
一
）
に
「
兵
乱
」（
明

徳
の
乱
）
が
あ
っ
た
り
、
明
応
年
間
（
一
四
九
二
〜
一
五
〇
一
）
に
も
「
天
地
変
妖
不
快
之
事
」（
た
と
え
ば
明
応
の
大
地
震
）
が
多
か

っ
た
り
し
て
、「
佳
例
」
で
は
な
い
と
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
、
以
下
の
よ
う
に
経
典
を
援
用
し
た
議
論
を
展
開
す
る
。

且
按
《
左
伝
》
孔
穎
達
疏
曰
：「
日
月
同
処
則
日
被
月
映
而
形
魄
不
見
」。
又
《
胡
伝
》
謂
、「
日
、
人
君
之
表
。
有
食
、
災
之
象
也
」。

由
之
観
此
、
日
月
相
合
同
処
者
、
明
字
之
形
也
、
是
似
日
食
之
義
也
。
然
則
明
字
頗
不
可
庶
幾
者
歟
。

　

こ
こ
で
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、《
春
秋
左
氏
伝
・
隠
公
三
年
》
経
「
春
、
王
二
月
已
巳
、
日
有
食
之
」
句
に
対
す
る
唐
の
孔
穎
達
疏
と

宋
の
胡
安
国
《
春
秋
伝
》
で
あ
る
。
古
注
た
る
前
者
に
お
い
て
は
、「
明
」
字
は
「
日
」
と
「
月
」
が
合
わ
さ
っ
た
形
を
し
て
お
り
、「
日

月
が
同
じ
位
置
に
あ
る
と
、
日
が
月
に
覆
わ
れ
て
形
が
見
え
な
く
な
る
こ
と（

16
）」
が
暗
示
さ
れ
て
お
り
、
新
注
た
る
後
者
に
お
い
て
は
、

「
明
」
字
が
日
食
を
象
徴
し
て
い
て
、
そ
れ
は
、
人
君
の
表
象
で
あ
る
「
日
」
が
侵
蝕
さ
れ
る
「
災
咎
の
象
」
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
て

い
る
か
ら
、「
明
暦
」
は
新
年
号
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
結
論
づ
け
る
の
で
あ
る
。

　

事
例
（
ｆ
）　

高
辻
長
純
（
一
六
一
九
〜
一
六
四
八
）
が
勘
申
し
た
年
号
案
「
永
安
」
に
対
し
て
、
持
明
院
基
定
（
一
六
〇
七
〜

一
六
六
七
）
は
賛
同
す
る
立
場
か
ら
議
論
を
展
開
し
、
そ
の
中
で
、
以
下
の
よ
う
に
《
尚
書
》
と
そ
の
注
釈
を
引
用
す
る
。



六
二

《
書
》
云
：「
先
王
永
綏
民
」。
又
云
：「
克
綏
先
王
之
禄
、
永
厎
烝
民
之
生
」。
彼
解
：「
令
万
姓
如
此
、
則
能
保
安
先
王
之
寵
禄
、
長

致
衆
民
」、「
能
知
其
心
之
一
、
感
応
之
理
自
然
也
」。
是
下
永
長
而
上
安
寧
之
方
充
。

　

冒
頭
で
引
用
さ
れ
て
い
る
《
尚
書
》
は
、〈
説
命
下
〉
と
〈
咸
有
一
徳
〉
の
経
文
で
あ
り
、「
彼
解
」
の
「
彼
」
は
後
者
を
指
し
、
そ
の

解
説
内
容
は
古
注
の
偽
孔
伝
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
続
く
「
能
知
」
以
下
の
一
句
は
、《
尚
書
》
の
新
注
を
集
成
し
た
《
尚
書
大
全
》
か

ら
の
引
用
で
あ
る
。
基
定
も
古
注
と
新
注
を
兼
採
す
る
こ
と
で
、「
永
安
」
二
字
に
つ
い
て
、
下
に
あ
る
者
が
永
続
し
、
上
に
あ
る
者
が

安
寧
と
な
る
手
立
て
が
備
わ
っ
て
い
る
状
況
を
意
味
す
る
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

事
例
（
ｇ
）　

五
条
為
適
が
勘
申
し
た
年
号
案
「
天
和
」
に
対
し
て
、
徳
大
寺
公
信
は
批
判
を
加
え
、「《
韻
会
》
云
：『
天
者
、
刑
名
也
』。

去
髪
之
刑
」
と
述
べ
、《
古
今
韻
会
挙
要
》
の
説
解
（
一
二
七
頁
下（

17
））
を
引
き
、「
天
」
が
刑
罰
の
名
称
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、

具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
「
去
髪
之
刑
」
と
説
明
し
て
い
る
。
管
見
に
よ
る
と
、
こ
の
説
明
は
《
周
易
》
の
新
注
を
修
正
し
た
《
周
易
大

全
》
の
睽
卦
「
六
三
、
見
輿
曵
、
其
牛
掣
、
其
人
天
且
劓
、
无
初
有
終
」
句
下
注
の
「
項
氏
曰
：
天
、
去
髪
之
刑
、
劓
、
去
鼻
之
刑
」
に

由
来
す
る
。

　

正
保
・
慶
安
と
連
続
す
る
江
戸
時
代
初
期
の
改
元
に
お
け
る
難
陳
記
事
を
調
べ
て
み
る
と
、
古
注
と
新
注
の
両
方
が
分
け
隔
て
な
く
参

考
に
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
新
注
系
の
書
物
の
利
用
の
広
さ
は
、
そ
れ
以
前
の
難
陳
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
る
が
、

こ
こ
ま
で
見
た
事
例
に
よ
っ
て
江
戸
時
代
全
体
の
難
陳
の
傾
向
を
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
調
査
が
不
十
分
な
の
で
確
定
的
な
こ
と
は

言
え
な
い
が
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
は
、
古
注
一
色
に
逆
戻
り
し
て
い
る
か
に
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。
難
陳
と
宋
学
と
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
検
討
課
題
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
本
節
の
議
論
を
結
ぶ
。
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四
、
辞
書
の
利
用

　

江
戸
時
代
に
お
け
る
難
陳
の
記
録
を
た
ど
っ
て
い
く
と
容
易
に
気
づ
く
の
は
、
前
節
ま
で
取
り
上
げ
た
事
例
に
そ
の
一
端
が
現
れ
て
い

る
が
、
辞
書
の
利
用
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
旧
稿
に
お
い
て
、
中
世
に
実
施
さ
れ
た
難
陳
の
中
で
は
、
菅
原
是
善
（
八
一
二
〜
八
八
〇
）《
東

宮
切
韻
》
お
よ
び
「
宋
韻
」
と
称
さ
れ
る
陳
彭
年
（
九
六
一
〜
一
〇
一
七
）
等
《
広
韻
》
が
活
用
さ
れ
て
い
た
状
況
を
紹
介
し
た
が（

18
）、

江
戸
時
代
に
利
用
さ
れ
る
辞
書
と
そ
の
利
用
状
況
は
、
そ
れ
以
前
と
同
様
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
異
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
節

で
は
こ
の
問
題
を
考
察
す
る
。
な
お
、
辞
書
は
漢
字
の
形
・
音
・
義
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
扱
う
学
問
は
「
小

学
」
と
称
さ
れ
、
経
学
の
一
部
を
構
成
す
る
か
ら
、
辞
書
の
利
用
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
は
、
難
陳
に
お
け
る
経
学
の
実
態
を
論
じ
る
こ

と
に
も
な
る
。

（
一
）
字
形
・
字
義
調
査
の
た
め
の
利
用

　

参
仕
公
卿
が
辞
書
の
記
述
を
難
陳
の
中
で
提
示
す
る
の
は
、
年
号
案
に
含
ま
れ
る
漢
字
の
字
音
を
定
め
る
た
め
で
は
な
く
、
字
形
や
字

義
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
慶
安
度
の
改
元
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
三
名
の
公
卿
が
同
じ
辞
書
を
引
用
し
て
い
る
。

　

事
例
（
ｈ
）　

徳
大
寺
公
信
は
、
五
条
為
適
が
勘
申
し
た
年
号
案
「
明
暦
」
の
「
明
」
字
を
「
好
字
」
と
す
る
理
由
を
説
明
す
る
た
め
に
、

以
下
の
よ
う
に
辞
書
を
引
い
て
い
る
。

韻
書
云
：「
在
天
者
、
莫
明
於
日
月
、
故
於
文
日
月
為
明
」。

　

こ
の
「
韻
書
」
の
記
述
は
、
従
来
、
中
世
の
難
陳
の
中
で
よ
く
使
わ
れ
て
い
た
《
玉
篇
》
や
《
広
韻
》
な
ど
の
辞
書
に
は
見
え
ず
、
元

の
熊
忠
が
編
纂
し
た
韻
書
《
古
今
韻
会
挙
要
》
巻
八
〈
平
声
下
・
八
〉「
明
」（
一
七
〇
頁
上
）
の
説
解
に
見
え
る
。

　

事
例
（
ｉ
）　

姉
小
路
公
景
は
、
五
条
為
適
が
勘
申
し
た
年
号
案
「
天
和
」
に
対
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
反
論
を
示
し
て
い
る
。



六
四

天
和
反
、
詑
字
也
。
韻
書
：「
謾
欺
意
」
ト
ア
リ
。
然
者
天
欺
歟
。

　

こ
こ
で
根
拠
に
さ
れ
て
い
る
の
は
反
音
で
あ
る
。
反
音
と
は
、
年
号
案
を
構
成
す
る
二
つ
の
漢
字
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
反
切
音
で
あ
り
、

「
天
和
」
に
即
し
て
言
う
と
、
公
景
は
、「
天
」
を
声
母
に
相
当
す
る
反
切
上
字
に
、「
和
」
を
韻
母
と
ア
ク
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
反
切
下

字
に
そ
れ
ぞ
れ
見
立
て
、
両
者
を
合
わ
せ
た
漢
字
音
か
ら
「
詑
」
を
導
き
出
す
の
で
あ
る
。「
韻
書
」
を
見
る
と
「
詑
」
に
は
「
あ
ざ
む
く
」

の
字
義
が
あ
り
、
二
字
で
「
天
が
あ
ざ
む
く
」
の
意
に
な
る
か
ら
、
年
号
に
は
不
適
当
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
の
「
韻
書
」
も
や
は
り
《
古

今
韻
会
挙
要
》
を
指
し
て
お
り
、
巻
七
〈
平
声
下
・
五
〉「
詑
」
に
「《
説
文
》：『
欺
也
、
从
言
它
声
』。
徐
曰
：『
謾
欺
之
意
』」（
一
四
七

頁
下
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
と
す
る
と
、
公
景
は
実
質
的
に
徐
鉉
《
説
文
》、
い
わ
ゆ
る
小
徐
本
を
引
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
な
ぜ
《
説

文
》
か
ら
直
接
引
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
項
に
お
い
て
論
及
す
る
。

　

事
例
（
ｊ
）　

姉
小
路
公
景
は
、
五
条
為
適
が
勘
申
し
た
年
号
案
「
慶
安
」
に
対
し
て
、「『
庶
心
反
』
之
離
合
、
是
古
来
難
也
」
と
述
べ
、

「
慶
」
字
を
分
解
す
る
と
「
庶
」「
心
」「
反
」
の
三
字
に
な
り
、
こ
の
三
つ
を
並
べ
る
と
「
人
々
の
心
が
離
れ
る
」
の
意
に
な
る
こ
と
が

古
来
、
論
難
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
管
見
に
よ
る
と
、
同
様
の
論
難
は
、
天
治
（
一
一
二
四
〜
一
一
二
六
）
度
の
難

陳
記
事
に
見
え
る（

19
）。「
離
合
」
は
、
こ
の
よ
う
に
漢
字
一
字
を
い
く
つ
か
の
文
字
に
分
解
し
て
、
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
あ

り
、
こ
の
離
合
を
通
し
て
吉
凶
を
判
断
す
る
こ
と
を
「
破
字
」（
ま
た
は
測
字
・
拆
字
）
と
称
す
る
。

　

公
景
の
指
摘
に
対
し
て
、
上
卿
を
務
め
て
い
た
近
衛
尚
嗣
（
一
六
二
二
〜
一
六
五
三
）
は
、「
破
字
離
合
、
古
難
候
乎
。
然
ト
モ
勘
《
韻

会
》：『
从
心
从
久
』
ト
候
、
非
『
反
』
之
字
候
歟
」
と
述
べ
、《
古
今
韻
会
挙
要
》
を
調
べ
る
と
、「
慶
」
字
の
構
造
に
つ
い
て
「
心
に
从

ひ
久
に
从
ふ
」
と
説
明
さ
れ
て
お
り
、「
反
」
で
は
な
く
「
久
」
に
従
う
字
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
論
難
は
当
た
ら
な
い
と
退
け
て
い
る
。

尚
嗣
は
字
形
確
定
の
根
拠
に
《
古
今
韻
会
挙
要
》
を
用
い
て
お
り
、「
慶
」
字
の
説
解
は
巻
二
十
三
〈
去
声
・
二
十
四
〉（
三
八
六
頁
下
）

に
見
え
る
。

　

元
の
黄
公
紹
《
古
今
韻
会
》
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
と
し
て
同
郷
の
熊
忠
が
成
宗
大
徳
元
年
（
一
二
九
七
）
に
完
成
さ
せ
た
《
古
今
韻
会
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挙
要（

20
）》
は
、
南
北
朝
時
代
に
日
本
に
伝
来
し
た
後
、
応
永
五
年
（
一
三
九
八
）
に
五
山
版
が
出
て
い
る
よ
う
に
、
室
町
時
代
以
降
、

相
当
流
通
し
活
用
さ
れ
て
い
る
。
上
記
の
三
例
は
、
江
戸
初
期
ま
で
そ
の
影
響
が
続
い
て
い
た
こ
と
を
示
し
、
長
沢
規
矩
也
《
和
刻
本
漢

籍
分
類
目
録
》
に
徴
す
る
に
、
江
戸
初
期
刊
本
と
正
保
五
年
（
一
六
四
九
）
刊
本
が
著
録
さ
れ
て
い
る（

21
）。
し
か
し
管
見
に
よ
る
と
、

同
書
は
慶
安
度
を
最
後
に
難
陳
の
場
に
登
場
す
る
こ
と
は
無
く
な
っ
た
か
に
見
え
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
た
の
か
、
そ
の
点

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、
難
陳
に
お
け
る
辞
書
利
用
の
実
態
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
別
の
角
度
か
ら
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

（
二
）
漢
籍
の
記
述
を
検
索
す
る
た
め
の
利
用

　

辞
書
は
漢
字
の
形
音
義
を
調
べ
る
の
が
基
本
的
な
使
い
方
だ
が
、
難
陳
の
議
論
を
見
る
と
、
辞
書
に
は
そ
れ
以
外
の
用
途
も
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

　

事
例
（
ｋ
）　

寛
永
度
に
五
条
為
適
に
よ
っ
て
勘
申
さ
れ
た
年
号
案
「
貞
正
」
に
対
し
て
、
西
園
寺
公
益
（
一
五
八
二
〜
一
六
四
〇
）
は
、

以
下
の
よ
う
に
論
難
を
加
え
る
。

正
之
字
、《
韻
会
》
所
載
政
、
与
正
通
用
也
。
是
以
見
之
、
御
諱
之
字
可
被
避
事
歟
。

　
「
貞
正
」
の
「
正
」
が
「
政
」
と
通
用
す
る
こ
と
が
《
古
今
韻
会
挙
要
》
に
見
え
、「
政
」
は
当
代
の
後
水
尾
天
皇
の
諱
「
政
仁
」
を
犯

す
こ
と
に
な
る
か
ら
、
具
合
が
悪
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
一
見
す
る
と
、
反
論
の
根
拠
を
《
古
今
韻
会
挙
要
》
に
記
さ
れ
て
い
る
訓
詁
に

求
め
た
だ
け
に
見
え
る
が
、
実
態
は
そ
う
で
な
い
。
同
書
巻
二
十
三
〈
去
声
二
十
四
〉「
政
」
に
、「《
説
文
》：『
正
也
、
从
攴
正
声
』。

…
…
《
釈
名
》
云
：『
政
、
正
也
』」（
三
八
七
頁
下
）
と
あ
り
、「
正
」
と
「
政
」
が
通
用
す
る
根
拠
は
、
許
慎
《
説
文
解
字
》
と
劉
煕
《
釈

名
》
に
示
さ
れ
て
い
る
訓
詁
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
直
接
、《
説
文
》
や
《
釈
名
》
を
直
接
引
用
す
れ
ば
良
い
の
だ
が
、
そ
う
な

っ
て
い
な
い
の
は
、
公
卿
で
あ
る
改
元
定
の
参
仕
者
に
し
て
も
容
易
に
見
ら
れ
な
い
書
物
だ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

中
国
辞
書
史
に
お
け
る
金
字
塔
の
一
つ
《
説
文
解
字
》
に
つ
い
て
言
う
と
、
後
漢
の
許
慎
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
、
収
録
字
数
が
九
千
を
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超
え
る
こ
の
辞
書
は
、《
令
集
解
》
の
随
所
に
引
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
奈
良
時
代
に
は
国
内
に
伝
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
藤
原

佐
世
（
八
四
七
〜
八
九
八
）《
日
本
国
見
在
書
目
録
・
小
学
家
》、
藤
原
信
西
（
一
一
〇
六
〜
一
一
六
〇
）《
通
憲
入
道
蔵
書
目
録
》
に
は

著
録
さ
れ
て
い
る（

22
）が
、
当
時
お
よ
び
以
後
の
諸
書
に
直
接
引
用
さ
れ
た
形
跡
を
確
認
し
が
た
い
。
岡
井
慎
吾
が
「
唐
一
代
（
一
二
七
八

〜
一
五
六
七
）
は
説
文
字
林
の
学
は
貢
試
課
挙
に
も
用
ひ
ら
れ
た
か
ら
必
ず
や
士
子
の
学
習
し
た
所
、
吾
が
遣
唐
の
青
衿
も
必
ず
や
其
の

行
李
に
は
之
を
携
へ
帰
つ
た
ら
う
に
、
小
学
は
当
時
の
学
風
に
合
は
な
か
つ
た
か
之
を
研
究
し
た
跡
は
貽
さ
れ
な
い（

23
）」
と
述
べ
て
い

る
の
は
実
状
を
言
い
当
て
い
て
、
武
田
杏
雨
書
屋
所
蔵
唐
写
本
《
説
文
》
木
部
は
遣
唐
使
が
将
来
し
た
一
部
で
あ
ろ
う（

24
）。《
説
文
》
古

鈔
本
に
つ
い
て
言
う
と
、
阿
部
隆
三
《
本
邦
現
存
漢
籍
古
写
本
類
所
在
略
目
録
》
は
、
こ
の
断
簡
を
著
録
す
る
の
み
で
あ
る
。
宋
版
書
を

多
く
収
蔵
し
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
足
利
学
校
の
蔵
書
の
状
況
を
伝
え
る
《
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
古
書
分
類
目
録（

25
）》
を
開
い
て
も
、

《
説
文
》
は
学
校
内
に
収
蔵
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
に
見
え
る
。《
和
刻
本
漢
籍
分
類
目
録
》
を
調
べ
る
と
、
最
初
の
和
刻
本
は
、
夏
川
元

朴
に
よ
っ
て
訓
点
が
附
さ
れ
た
寛
文
十
三
年
（
一
六
七
三
）
刊
《
説
文
解
字
五
音
韻
譜
》
で
あ
り
、
寛
永
年
間
に
は
ま
だ
世
に
出
て
い
な

い
。《
説
文
解
字
五
音
韻
譜
》
は
宋
の
李
燾
（
一
一
一
五
〜
一
一
八
四
）
が
大
徐
本
《
説
文
》
を
《
集
韻
》
の
配
列
に
も
と
づ
い
て
再
編

成
し
た
も
の
で
あ
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
大
徐
本
《
説
文
》
の
和
刻
本
は
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
に
よ
う
や
く
出
版
さ
れ
て
い
て（

26
）、

小
徐
本
の
和
刻
本
は
出
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

か
か
る
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
江
戸
初
期
の
公
卿
に
と
っ
て
《
説
文
解
字
》
は
参
閲
が
容
易
な
書
物
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
西
園
寺
公

益
が
《
古
今
韻
会
挙
要
》
か
ら
の
孫
引
き
の
形
で
同
書
の
訓
詁
を
利
用
し
た
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
が
、「
正
」
と
「
政
」
が
通
用
す
る
こ

と
の
典
拠
を
《
説
文
》
と
提
示
せ
ず
、
あ
く
ま
で
も
《
韻
会
》
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
直
接
引
用
と
間
接
引
用
と
の
区
別
を
意
識
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
も
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

事
例
（
ｇ
）〜（
ｋ
）
で
は
、
難
陳
の
言
葉
の
中
に
「
韻
書
」
や
《
韻
会
》
な
ど
の
語
が
出
て
き
て
い
て
、
辞
書
が
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
を
容
易
に
察
知
で
き
た
が
、
そ
の
種
の
語
が
見
え
な
く
て
も
、
難
陳
の
議
論
の
中
で
辞
書
が
使
わ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
ケ
ー
ス
も

少
な
く
な
い
。
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事
例
（
ｌ
）　

慶
安
度
に
高
辻
長
純
に
よ
っ
て
勘
申
さ
れ
た
年
号
案
「
永
安
」
に
対
し
て
、
難
波
宗
種
（
一
六
一
〇
〜
一
六
五
九
）
は
、

以
下
の
よ
う
に
論
難
を
加
え
て
い
る
。

又
永
者
、《
広
韻
》：「
遠
也
、
遐
也
」、《
説
文
》
曰
：「
象
水
至
理
之
長
」、
古
来
有
遠
流
之
難
。

　

宗
種
は
、《
広
韻
・
上
声
・
三
十
八
梗
》
と
《
説
文
》
巻
十
一
下
の
「
永
」
に
対
す
る
説
明
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
、「
永
」
が
「
遠
流
」

に
通
じ
る
、
と
い
う
こ
と
で
、
古
来
、
こ
の
字
が
避
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
示
す
。
な
お
、
引
用
文
中
の
《
説
文
》
の
「
至
」
字
は
「
巠
」

の
誤
写
で
あ
り
、「
巠
理
」
は
川
筋
の
こ
と
。
こ
こ
に
援
用
さ
れ
て
い
る
辞
書
の
記
述
も
、
直
接
当
た
っ
た
の
で
は
な
く
、
以
下
に
提
示

す
る
《
古
今
韻
会
挙
要
》
巻
十
五
〈
上
声
・
二
十
三
〉「
永
」
の
記
述
を
援
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

干
景
切
、
角
次
濁
次
音
。《
説
文
》：「

、
水
長
也
。
象
水
巠
理
之
長
。
永
也
」。《
広
韻
》：「
引
也
、
遠
也
、
遐
也
」。《
方
言
》：「
凡

施
於
衆
長
曰
永
」。（
二
八
四
頁
上
）

　

宗
種
が
引
く
典
籍
が
直
接
引
用
で
な
い
こ
と
は
、
同
じ
慶
安
度
の
難
陳
に
お
い
て
持
明
院
基
定
が
「《
説
文
》：『
永
者
、
施
於
衆
長
』」

と
発
言
し
て
い
る
事
実
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
よ
り
確
実
に
な
る
。
右
に
引
く
《
挙
要
》
を
参
照
し
、
説
解
の
「《
説
文
》」
以
下
を
す
べ
て

《
説
文
解
字
》
の
も
の
と
誤
解
し
な
い
限
り
、
そ
の
よ
う
な
指
摘
が
出
来
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

《
説
文
》「
永
」
字
の
下
に
「
施
於
衆
長
」
な
る
説
解
は
存
在
し
な
い
。

　

辞
書
を
自
説
の
論
拠
と
な
る
訓
詁
や
漢
籍
の
典
拠
を
探
す
道
具
と
し
て
使
う
こ
と
は
、
江
戸
時
代
に
始
ま
る
わ
け
で
は
な
く
、
既
に
中

世
に
見
ら
れ
る
。
住
吉
朋
彦
は
、
中
世
叢
林
に
お
け
る
《
古
今
韻
会
挙
要
》
の
流
行
に
つ
い
て
説
く
中
で
、「
禅
僧
が
こ
の
書
を
好
ん
だ

理
由
」
を
推
測
し
、「
六
経
や
正
史
、
諸
子
、
別
集
の
古
典
を
網
羅
し
た
出
処
の
掲
示
が
、
典
拠
の
索
引
を
容
易
に
し
て
い
る
こ
と
」
を



六
八

挙
げ
て
い
る（

27
）。
既
述
の
通
り
、《
古
今
韻
会
挙
要
》
は
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
も
、
江
戸
初
刊
本
や
正
保
五
年
（
一
六
四
九
）
刊
本
が

出
て
い
る
よ
う
に
、
盛
ん
に
使
わ
れ
て
い
た
。

　

字
音
・
字
義
の
調
査
に
と
ど
ま
ら
な
い
辞
書
の
多
岐
に
わ
た
る
使
用
は
中
世
漢
学
に
お
け
る
主
要
な
手
法
の
一
つ
で
あ
り
、
江
戸
時
代

初
期
の
難
陳
で
も
そ
の
手
法
が
依
然
と
し
て
用
い
ら
れ
た
が
、
使
用
す
る
辞
書
に
関
し
て
は
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。

　

事
例
（
ｍ
）　

承
応
（
一
六
五
二
〜
一
六
五
五
）
度
に
東
坊
城
長
維
（
一
五
九
四
〜
一
六
五
九
）
に
よ
っ
て
勘
申
さ
れ
た
年
号
案
「
享
応
」

に
対
し
て
、
改
元
上
卿
の
左
大
臣
二
条
光
平
（
一
六
二
五
〜
一
六
八
二
）
は
、
以
下
の
よ
う
に
反
論
を
展
開
す
る
。

「
乾
、
元
亨
利
貞
」
注
：「
亨
、
古
享
字
」。
云
：「
又
案
、
古
者
唯
亨
、
後
人
加
一
画
云
々
」、
通
用
之
字
也
、
見
矣
。
亨
之
字
ニ
ニ

ラ
ル
ヽ
ト
云
読
ア
リ
。〈
韓
信
伝
〉：「
猟
狗
亨ニ

ラ
ル
ヽ
ト」。
亨
与
享
応
ヲ
ニ
ラ
ル
ヽ
ニ
ヲ
ウ
ス
ル
ト
ヨ
ミ
、
豈
然
乎
。

　
「
享
」
が
字
形
の
似
た
「
亨
」
か
ら
派
生
し
た
文
字
で
あ
っ
て
通
用
字
で
あ
り
、
さ
ら
に
字
形
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
「
に
る
」
の
意

を
持
つ
「
烹
」
に
も
通
じ
る
か
ら
、
年
号
案
「
享
応
」
は
「
享に

ら
る
る
に
応
ず
」
と
読
め
て
、
具
合
が
悪
い
旨
が
説
か
れ
て
い
る
。
冒
頭

の
書
き
ぶ
り
を
見
る
と
、「
亨
、
古
享
字
」
は
《
周
易
・
乾
卦
》
の
注
に
あ
る
か
の
よ
う
な
誤
解
を
招
き
か
ね
な
い
が
、
原
典
に
当
た
る

と
分
か
る
よ
う
に
、
古
注
に
も
新
注
に
も
見
当
た
ら
な
い
。
管
見
に
よ
る
と
、
こ
こ
の
「
注
」
は
、
光
平
が
参
照
し
た
辞
書
の
説
解
を
指

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
当
該
の
説
解
は
《
古
今
韻
会
挙
要
》
の
「
亨
」
字
の
下
に
も
「
享
」
字
の
下
に
も
見
当
た
ら
な
い
。
難
陳
の
文
中

で
引
か
れ
て
い
る
〈
韓
信
伝
〉
の
記
述
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
明
の
梅
膺
祚
が
万
暦
四
十
三
年
（
一
六
一
五
）
に
刊
行
し
た
《
字
彙
》
が

使
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。《
字
彙
》
は
《
正
字
通
》
や
《
康
煕
字
典
》
も
手
本
・
参
考
に
し
た
浩
瀚
な
辞
書
で
あ
り
、〈
亠
部
・
六

画
〉「
亨
」
字
の
下
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

《
易
・
乾
》：「
元
亨
」。
…
…
又
〈
韓
信
伝
〉：「
狡
兎
死
、
猟
狗
亨
。
高
鳥
尽
、
良
弓
蔵
。
敵
国
破
、
謀
臣
亡
」。
○
案
、
古
惟
亨
、

後
人
加
一
画
作
享
献
之
享
、
加
四
点
作
烹
飪
之
烹
。（
第
二
三
二
冊
、
四
三
一
頁
上（

28
））
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九

　

こ
の
《
字
彙
》
の
記
述
を
踏
ま
え
る
と
、
光
平
が
論
難
の
中
で
引
い
て
い
る
〈
韓
信
伝
〉
を
独
力
で
見
つ
け
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が

判
明
す
る
。
韓
信
の
伝
記
は
、《
史
記
》
巻
九
十
二
〈
淮
陰
侯
列
伝
〉
と
《
漢
書
》
巻
三
十
四
〈
韓
彭
英
盧
呉
伝
〉
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、

《
漢
書
》
は
「
高
鳥
尽
」
以
下
を
欠
く
の
で
、《
字
彙
》
所
引
の
〈
韓
信
伝
〉
は
《
史
記
・
淮
陰
侯
列
伝
》
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ

し
、《
史
記
》
の
原
文
は
冒
頭
の
一
句
を
「
狡
兎
死
、
良4

狗
亨
」
に
作
り
、「
猟4

狗
亨
」
に
作
る
《
字
彙
》
お
よ
び
光
平
の
難
陳
の
引
文
と

は
異
な
る
。《
漢
書
》
も
同
様
で
あ
る
。《
史
記
》
の
諸
本
を
見
て
も
、「
猟
狗
」
に
作
る
異
文
は
無
い
よ
う
で
あ
る（

29
）か
ら
、
光
平
は
《
字

彙
》
所
引
の
〈
韓
信
伝
〉
を
原
典
に
当
た
ら
ぬ
ま
ま
に
引
い
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
な
お
、《
正
字
通
・
子
集
上
》「
亨
」
で
も
〈
韓

信
伝
〉
を
引
い
て
「
猟
狗
」（
第
二
三
四
冊
、
五
〇
頁
下（

30
））
に
作
る
が
、
同
辞
書
は
康
煕
十
年
（
一
六
七
一
）
刊
行
だ
か
ら
、
承
応
度

の
難
陳
に
出
現
す
る
は
ず
は
な
い
。

　

事
例
（
ｎ
）　

明
暦
（
一
六
五
五
〜
一
六
五
八
）
度
に
五
条
為
庸
（
一
六
一
九
〜
一
六
七
七
）
に
よ
っ
て
勘
申
さ
れ
た
年
号
案
「
明
暦
」

に
対
し
て
、
小
川
坊
城
俊
広
（
一
六
二
六
〜
一
七
〇
二
）
は
賛
成
意
見
を
述
べ
る
中
で
、《
尚
書
・
虞
書
・
益
稷
》「
元
首
明
哉
、
股
肱
良

哉
、
庶
事
康
哉
」
句
を
引
く
が
、《
字
彙
》「
明
」
に
「〈
虞
書
〉：
元
首
明
哉
」（
第
二
三
三
冊
、
二
頁
下
）
と
あ
る
か
ら
、
辞
書
の
記
述

を
手
掛
か
り
と
し
て
原
典
に
当
た
り
、
続
く
句
を
補
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。《
古
今
韻
会
挙
要
》
巻
八
〈
平
声
下
・
七
〉「
明
」
に
は
、「《
白

虎
通
》
云
：『
清
明
風
者
清
芒
也
』。
又
『
元
首
明
哉
、
股
肱
良
哉
』」（
一
五
八
頁
上
）
と
あ
り
、「
元
首
明
哉
」
が
《
尚
書
》
の
句
で
あ

る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、《
白
虎
通
》
に
見
え
る
句
と
勘
違
い
さ
れ
か
ね
な
い
行
文
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
を
利
用
し
た
と
は

考
え
が
た
い
。

　

事
例
（
ｍ
）
と
（
ｎ
）
は
、
漢
籍
に
関
わ
る
議
論
を
進
め
る
際
に
依
拠
す
る
辞
書
が
《
古
今
韻
会
挙
要
》
か
ら
《
字
彙
》
に
替
わ
っ

た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
こ
の
《
字
彙
》
も
か
な
り
長
期
に
わ
た
っ
て
利
用
さ
れ
る
が
、
や
が
て
別
の
辞
書
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
を
以
下
の
二
つ
の
事
例
を
通
し
て
確
認
す
る
。

　

事
例
（
ｏ
）　

享
和
（
一
八
〇
一
〜
一
八
〇
四
）
度
は
、
本
稿
の
考
察
範
囲
の
枠
外
に
あ
る
幕
末
期
の
改
元
だ
が
、
辞
書
利
用
の
変
遷

を
た
ど
る
た
め
に
取
り
上
げ
る
。
こ
の
時
、
菅
原
福
長
（
一
七
六
一
〜
一
八
一
九
）
が
勘
申
し
た
年
号
案
「
嘉
延
」
に
対
し
て
、
徳
大
寺



七
〇

公
迪
（
一
七
七
一
〜
一
八
一
一
）
は
難
陳
の
中
で
賛
成
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
漢
籍
の
引
用
箇
所
を
中
心
に
引
く
と
以
下
の
通
り
。

《
詩
・
小
雅
》
曰
：「
維
其
嘉
矣
」。
又
有
〈
嘉
楽
篇
〉。〈
公
孫
弘
伝
〉
有
下
「
弘
為
レ
相
、
開
二
東
閣
一
以
延
レ
賢
」
之
文
上（

31
）。

　

文
中
最
初
の
《
毛
詩
・
小
雅
・
魚
麗
》
の
「
維
其
嘉
矣
」
は
《
字
彙
・
口
部
・
十
一
画
》「
嘉
」
に
引
か
れ
て
い
る
。
続
く
〈
嘉
楽
篇
〉

は
《
毛
詩
》
に
は
存
在
せ
ず
、〈
仮
楽
篇
〉
の
誤
記
で
あ
る
が
、
こ
の
〈
嘉
楽
篇
〉
の
表
記
は
、《
字
彙
》「
嘉
」
字
下
の
説
解
「《
詩
》
有

〈
嘉
楽
篇
〉」（
第
二
三
二
冊
、
四
八
二
頁
下
）
に
も
と
づ
く
に
相
違
な
い（

32
）。
難
陳
の
中
で
続
い
て
引
か
れ
る
《
漢
書
》
巻
五
十
八
〈
公

孫
弘
伝
〉
の
記
述
も
《
字
彙
・
廴
部
・
四
画
》「
延
」（
第
二
三
二
冊
、
五
四
六
頁
上
）
に
見
え
る
。
か
く
し
て
江
戸
後
期
に
至
っ
て
も
《
字

彙
》
が
有
用
な
道
具
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
ま
ず
分
か
る
。

　

事
例
（
ｐ
）　

同
じ
享
和
度
に
桑
原
為
顕
（
一
七
七
六
〜
一
八
五
五
）
に
よ
っ
て
勘
申
さ
れ
た
年
号
案
「
安
延
」
に
対
し
て
、
広
橋
胤

定
（
一
七
七
〇
〜
一
八
三
二
）
は
論
難
を
加
え
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

安
延
雖
為
嘉
号
、
按
《
揚
子
方
言
》：「
延
・
永
者
、
長
也
」。
然
者
安
永
与
安
延
、
義
理
既
同
、
音
亦
相
似
、
可
有
猶
豫
候
歟
。

　
「
安
延
」
の
「
延
」
が
「
永
」
に
通
じ
、
そ
の
字
に
置
き
換
え
た
「
安
永
」（
一
七
七
二
〜
一
七
八
一
）
は
既
に
使
わ
れ
た
年
号
だ
か
ら
、

具
合
が
悪
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
胤
定
が
論
拠
と
し
て
引
く
楊
雄
《
方
言
》
は
、
和
刻
本
が
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
以
降
、
い
く
つ
か

出
て
い
る（

33
）の
で
、
原
典
を
見
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
難
陳
の
中
で
《
方
言
》
が
引
か
れ
た
事
例
を
他
に
検
出
し
得
て
い
な
い
の
で
、

辞
書
か
ら
の
孫
引
き
と
推
測
し
て
考
察
す
る
。《
字
彙
・
水
部
・
二
画
》「
永
」（
第
二
三
三
冊
、
四
五
頁
上
）
の
説
解
に
は
見
え
ず
、《
正

字
通
・
寅
集
・
廴
部
》「
延
」
に
は
、「《
方
言
》
云
：『
年
延
、
年
長
也
』」（
第
二
三
四
冊
、
三
六
二
頁
下
）
と
引
か
れ
る
が
、
同
様
の
句

は
《
方
言
》
に
存
在
し
な
い
。
胤
定
が
提
示
す
る
の
と
同
様
の
形
で
《
方
言
》
を
引
い
て
い
る
辞
書
は
、
管
見
の
限
り
、《
康
煕
字
典
》

で
あ
り
、〈
廴
部
〉「
延
」
に
、「《
揚
子
方
言
》：『
延
・
永
、
長
也（

34
）』」
と
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
も
と
づ
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
康
熙
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五
十
五
年
（
一
七
一
六
）
に
完
成
し
、
圧
倒
的
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
持
つ
《
康
煕
字
典
》
が
日
本
に
入
っ
て
来
る
と
、
漢
字
の
辞
書
の
決
定

版
と
し
て
重
視
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
岡
井
慎
吾
に
よ
る
と
、
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
に
刊
行
さ
れ
た
釈
敬
首
（
随
縁
道
人
。

一
六
八
一
〜
一
七
四
八
）
が
著
し
た
読
書
指
南
書
《
典
籍
概
見
》
に
そ
の
名
が
見
え
る（

35
）。
和
刻
本
は
安
永
九
年
（
一
七
八
九
）
に
出

て
い
る（

36
）。

　

事
例
（
ｋ
）〜（
ｐ
）
に
対
す
る
考
察
か
ら
、
江
戸
時
代
の
難
陳
の
議
論
に
参
加
す
る
公
卿
が
自
説
を
根
拠
づ
け
る
た
め
に
援
引
す
る

漢
籍
の
多
く
が
直
接
引
用
で
は
な
く
、
辞
書
に
引
か
れ
て
い
る
記
述
を
利
用
し
た
間
接
引
用
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
か
か
る
事
態
が

生
じ
た
理
由
を
推
測
す
る
と
、
改
元
の
議
論
に
必
要
な
漢
籍
の
記
述
を
自
力
で
探
す
だ
け
の
学
力
を
公
卿
た
ち
が
備
え
て
い
な
か
っ
た
こ

と
、
よ
り
本
質
的
な
問
題
と
し
て
、
公
卿
に
し
て
も
十
分
な
漢
籍
の
蔵
書
を
備
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る（

37
）。
辞
書
の
利

用
に
つ
い
て
言
う
と
、《
古
今
韻
会
挙
要
》、《
字
彙
》、《
康
煕
字
典
》
と
中
国
か
ら
新
し
い
辞
書
が
順
次
到
来
す
る
と
、
そ
の
都
度
、
乗

り
換
え
ら
れ
て
い
る
状
況
も
確
認
さ
れ
た
。

五
、
経
書
解
釈
に
関
す
る
議
論

―
避
諱
に
関
す
る
討
議
を
例
に

　

難
陳
の
中
で
経
書
の
記
述
や
解
釈
に
関
わ
る
議
論
が
集
中
的
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
旧
稿
の
中
で
は
、
中
世
の
改
元
定
の
中
で

「
康
」
字
を
含
む
年
号
案
が
提
出
さ
れ
る
度
に
、《
穀
梁
伝
・
襄
公
二
十
四
年
》
の
「
四
穀
不
升
、
謂
之
康
」
句
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
難
陳

に
お
い
て
「
康
」
字
の
字
形
と
字
義
に
関
連
す
る
議
論
が
繰
り
返
さ
れ
た
こ
と
を
取
り
上
げ
た（

38
）。
同
様
の
事
象
は
、
江
戸
時
代
の
難

陳
に
お
い
て
も
観
察
さ
れ
る
。
寛
永
度
に
お
い
て
《
礼
記
》
に
見
え
る
「
二
名
不
偏
諱
」
句
を
踏
ま
え
た
避
諱
の
問
題
が
集
中
的
に
議
論

さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
、
経
学
に
関
す
る
部
分
に
検
討
を
加
え
る
。

　

事
例
（
ｑ
）　

討
議
の
発
端
と
な
っ
た
の
は
、
事
例
（
ｋ
）
に
示
し
た
こ
と
だ
が
、
年
号
勘
者
の
五
条
為
適
が
勘
申
し
た
年
号
案
の
一

つ
「
貞
正
」
に
対
し
て
、
参
仕
公
卿
の
一
人
、
西
園
寺
公
益
が
異
論
を
唱
え
た
こ
と
で
あ
る
。
公
益
は
、
年
号
案
に
含
ま
れ
る
「
正
」
字
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が
「
政
」
と
通
用
し
、
そ
の
「
政
」
字
は
当
代
の
天
皇
の
諱
「
政
仁
」
に
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
諱
を
犯
す
こ
と
に
な
る
と
考
え
た
の
で

あ
る
。
こ
の
見
解
に
対
し
て
、
阿
野
実
顕
（
一
五
八
一
〜
一
六
四
五
）
は
「
貞
正
」
を
支
持
す
る
立
場
か
ら
、
以
下
の
よ
う
に
所
見
を
披

瀝
す
る
。

就
正
与
政
通
用
之
義
可
避
御
諱
ノ
例
、
所
被
引
用
、
武
帝
ノ
徹
、
光
武
ノ
秀
、
明
帝
ノ
荘
、
高
祖
ノ
淵
、
皆
是
一
字
ナ
リ
。
尤
所
可

避
ナ
リ
。
於
二
字
者
、
不
可
偏
諱
之
。《
礼
》
曰
：「
二
名
不
偏
諱
」。
鄭
玄
注
曰
：「
偏
謂
不
二
諱
ナ
リ
。
孔
子
ノ
母
、
名
徴
在
、
言

在
不
言
徴
、
言
徴
不
言
在
云
々
」。
故
孔
子
曰
：「
宋
不
足
徴
」、
是
「
言
徴
不
言
在
」
ナ
リ
。
又
曰
：「
某
在
斯
」
是
「
言
在
不
言
徴
」

ナ
リ
。
加
之
、
於
異
朝
五
代
之
後
漢
隠
帝
諱
承
祐
、
于
時
有
乾
祐
之
号
、
古
人
不
毀
不
避
其
諱
。
於
本
朝
、
陽
成
院
御
諱
貞
明
、
当

東
宮
之
時
有
貞
観
ノ
号
。
後
二
条
院
御
諱
邦
治
ナ
リ
、
当
此
時
有
徳
治
之
号
。
是
又
不
偏
諱
。
且
雖
有
偏
諱
之
、
於
従
礼
之
文
、
従

孔
子
之
言
、
何
有
乎
。

　

実
顕
は
、
漢
の
武
帝
、
後
漢
の
光
武
帝
と
明
帝
、
唐
の
高
祖
の
よ
う
に
、
名
前
が
一
字
の
場
合
は
当
然
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

二
字
の
場
合
は
両
方
を
諱
む
必
要
は
な
い
と
考
え
、
そ
の
根
拠
を
《
礼
記
》
の
「
二
名
不
偏
諱
」
に
求
め
る
。「
二
名
不
偏
諱
」
句
は
〈
曲

礼
上
〉
と
〈
檀
弓
下
〉
の
二
箇
所
に
見
え
る
が
、
続
い
て
引
か
れ
る
鄭
玄
注
に
相
当
す
る
記
述
が
見
え
る
の
は
前
者
で
あ
る
。
た
だ
し
、

注
の
原
文
は
「
偏
謂
二
名
不
一
一
諱
也
。
孔
子
之
母
名
徴
、
在
言
在
不
称
徴
、
言
徴
不
称
在
」
に
作
っ
て
お
り
、「
不
偏
諱
」
の
意
味
を

説
明
し
た
「
二
名
不
一
一
諱
」
句
は
「
不
二
諱
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る（

39
）。
鄭
玄
は
こ
の
注
の
中
で
孔
子
の
母
顔
徴
在
を
例
と
し
て
、「
不

偏
諱
」
の
意
味
内
容
を
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
徴
在
」
二
字
の
中
、「
徴
」
を
口
に
し
た
ら
「
在
」
を
口
に
せ
ず
、「
在
」
を
口
に

し
た
ら
「
徴
」
を
口
に
し
な
い
よ
う
に
、
二
字
の
名
前
の
片
方
だ
け
を
諱
み
、
二
つ
の
文
字
を
同
時
に
諱
む
こ
と
は
し
な
い
の
で
あ
る
。

実
顕
の
考
え
る
と
こ
ろ
、
鄭
注
の
諸
説
を
裏
返
す
と
、
二
字
の
名
の
中
、
一
字
は
口
に
し
て
良
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
孔
子
は
、《
論
語
・

八
佾
》
の
中
で
「
宋
不
足
徴
云
々
」
と
言
っ
て
い
て
「
徴
」
を
口
に
し
て
い
る
が
、
そ
の
句
を
含
む
発
言
の
中
で
「
在
」
を
口
に
し
て
い

な
い
。
同
様
に
、《
論
語
・
衛
霊
公
》
の
中
で
「
某
在
斯
」
と
言
っ
て
い
て
、「
在
」
を
口
に
し
て
い
る
が
、
そ
の
時
は
「
徴
」
を
口
に
し
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て
い
な
い
。《
論
語
》
の
二
箇
所
の
記
述
を
引
用
し
た
こ
の
解
説
は
、
実
は
《
礼
記
・
檀
弓
下
》
の
「
二
名
不
偏
諱
」
句
下
孔
疏
の
説
明

を
援
用
し
た
に
過
ぎ
ず
、
実
顕
独
自
の
発
明
で
は
な
い
。

　

実
顕
は
続
い
て
史
実
に
よ
っ
て
自
説
を
例
証
す
る
た
め
、
君
主
の
二
字
か
ら
な
る
諱
の
中
、
一
字
が
当
代
の
年
号
に
用
い
ら
れ
た
国
内

外
の
事
例
を
列
挙
す
る
。
国
外
の
例
で
言
う
と
、
中
国
五
代
の
後
漢
の
隠
帝
は
諱
が
承
祐
で
あ
り
、
そ
の
治
世
に
年
号
「
乾
祐
」（
九
四
八

〜
九
五
〇
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
国
内
の
例
は
二
つ
あ
り
、
一
つ
は
、
陽
成
天
皇
は
諱
が
貞
明
で
あ
り
、
東
宮
だ
っ
た
時
に
年
号
「
貞

観
」（
八
五
九
〜
八
七
七
）
が
選
定
さ
れ
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
例
は
、
中
国
に
お
い
て
皇
太
子
の
諱
を
避
け
る
慣
習
が
あ
っ
た
よ
う

に
は
思
わ
れ
ず
、
改
元
の
際
に
朝
臣
が
皇
太
子
の
諱
に
留
意
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
も
思
わ
れ
な
い
の
で
、
例
証
と
し
て
挙
げ
る
に
は
不

適
当
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
後
二
条
天
皇
は
諱
が
邦
治
で
あ
り
、
そ
の
治
世
に
年
号
「
徳
治
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
以
上
の
三

例
、
実
質
的
に
有
効
な
二
例
か
ら
、
実
顕
は
「
不
偏
諱
」
の
含
意
に
つ
い
て
、
諱
の
両
方
を
同
時
に
使
う
こ
と
は
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
が
、

片
方
だ
け
を
用
い
る
こ
と
は
差
し
支
え
が
無
い
こ
と
を
意
味
す
る
と
結
論
を
下
す
。
以
上
を
も
っ
て
年
号
案
「
貞
正
」
に
問
題
が
無
い
と

主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　

事
例
（
ｒ
）　

実
顕
の
議
論
を
承
け
て
、
中
院
通
村
（
一
五
八
八
〜
一
六
五
三
）
は
、「
貞
正
」
に
賛
成
す
る
立
場
か
ら
、
別
の
観
点

か
ら
避
諱
の
問
題
を
論
じ
る
。

正
字
可
避
御
諱
之
由
、
被
難
之
、
尤
可
然
歟
。
但
本
朝ハ

以
訓
避
之
、
異
朝ニ
ハ
以
音
諱
之
歟
。
…
…
後
宇
多
院
世
仁
、
是
又
於
仮
名
ノ
書
、

加
（
又
）〔
之（

40
）〕
字
用
之
。
然
而
於
詩
・
文
書
等
世
人ノ

音
、
不
避
之
。
又
漢
朝
元
后ノ

父
諱
禁
、
避
之
改
禁
中
雖
為
省
中
、
於
日
域

者
、
無
如
此
例
。
本
朝
異
朝
、
不
一
同
義
也
。
於
今
此
正
字
者
、
全
非
通
用
之
字
、
非
同
字
。
只
音
訓
同
耳
也
。

　

こ
こ
で
話
題
に
上
っ
て
い
る
の
は
、
漢
字
の
音
訓
と
避
諱
と
の
関
係
で
あ
り
、
避
諱
の
方
法
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
名
前

の
漢
字
を
訓
読
み
し
た
「
訓
」
を
避
け
る
の
に
対
し
て
、
中
国
の
場
合
は
音
読
み
し
た
「
音
」
を
避
け
る
の
が
基
本
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

後
宇
多
天
皇
は
諱
が
世
仁
で
あ
り
、「
よ
ひ
と
」
と
訓
読
み
さ
れ
る
が
、
こ
の
三
つ
の
仮
名
が
連
な
っ
た
形
は
諱
む
べ
き
な
の
で
、
仮
名



七
四

書
き
の
文
章
に
「
よ
ひ
と
」
の
三
字
が
連
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
避
諱
の
た
め
に
「
よ
の
ひ
と
」
と
「
の
」
の
字
を
挟
む
。
た
だ
し
、

詩
や
文
書
に
「
世
人
」
の
二
字
が
出
て
き
て
、
そ
れ
が
音
読
み
で
あ
っ
た
ら
、
避
諱
の
対
象
と
し
な
い
。
漢
の
孝
元
皇
后
の
父
の
諱
が
禁

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
禁
中
」
を
「
省
中
」
に
書
き
改
め
る
よ
う
な
こ
と（

41
）は
日
本
で
は
行
わ
ず
、
避
諱
の
方
法
に
関
し
て
日
本
と
中

国
の
間
に
は
相
違
が
あ
る
。
通
村
の
見
る
と
こ
ろ
、
年
号
案
に
含
ま
れ
る
「
正
」
字
は
、「
政
」
と
通
用
す
る
字
で
も
な
く
、
同
字
で
も

な
く
、
音
読
み
が
同
じ
で
あ
る
だ
け
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
諱
む
必
要
は
無
い
の
で
あ
る
。
最
後
の
「
正
」
と
「
政
」
が
通
用
し
な
い
字
だ

と
い
う
断
定
は
、
同
じ
難
陳
の
中
で
西
園
寺
公
益
が
通
用
す
る
こ
と
を
既
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
を
踏
ま
え
る
と
、
そ
の
発
言
の
趣
旨

を
理
解
し
が
た
い
が
、
通
村
が
定
義
す
る
「
通
用
」
は
訓
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、「
正
」
と
「
政
」
は
音
が
同
じ
で

あ
る
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
る
か
ら
、「
通
用
」
に
含
め
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

　

事
例
（
ｓ
）　

さ
ら
に
議
論
が
続
く
中
で
、
西
園
寺
公
益
は
再
度
、「
貞
正
」
に
反
対
す
る
立
場
か
ら
の
議
論
を
展
開
す
る
。

就
貞
正ノ

号
、
本
朝
・
漢
家
不
被
避
之
例
、
陳
似
有
其
謂
。
雖
然
敬
則
不
呼
諱
、
是
君
子ノ

礼
也
。
退
管
見ル
ニ大
底
仁ノ

一
字ハ

宝
祚
歴
代
御
字

也
、
以
政
之
字
為
本
歟
。
加
之
、
崇
徳
院ノ

御
宇
、
承
徳
之
号
出
現
之
時
、
先
王
ノ
尊
号
、
依
音
声ノ

相
通
避
之
。
淳
仁ノ

号
同
之
。
…
…

次
不
避
諱
徳
治ノ

号
、
三
年ニ
シ
テ
終
、
又
凶
事
。
異
朝
隠
帝
不
避
諱
乾
祐ノ

号
、
既
二
年
而
終
。
漢
亦
二
年
而
亡
。
是
以
窺
之
、
一
字
諱
不

避
号
、
甚
不
快
也
。
強
因
周
公
・
孔
子ノ

法
、
押
凶
事
被
採
用
之
者
、
恐
狭
少
之
至
哉
。

　

公
益
は
、
日
本
と
中
国
に
お
け
る
避
諱
の
事
例
を
通
観
す
る
と
賛
成
側
の
言
い
分
に
も
理
が
あ
る
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
敬
意
を
示
す

相
手
の
諱
を
呼
ば
な
い
の
が
君
子
の
礼
で
あ
る
こ
と
を
ま
ず
確
認
す
る
。
こ
の
発
言
は
、《
礼
記
・
玉
藻
》「
士
於
君
所
、
言
大
夫
没
矣
、

則
称
謚
若
字
」
句
下
疏
「
無
謚
則
称
字
、
不
呼
其
名
、
敬
貴
故
也
」
に
も
と
づ
く
と
考
え
ら
れ
、
陳
述
の
続
き
を
見
て
い
く
と
、
公
益
は

君
主
の
諱
が
二
字
か
ら
な
る
場
合
は
、
い
ず
れ
の
字
も
避
諱
の
対
象
と
な
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
こ
の
疏
を
引
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
天
皇
の
諱
の
多
く
に
「
仁
」
字
が
含
ま
れ
る
か
ら
、
避
諱
の
問
題
を
考
え
る
際
に
は
、「
仁
」
で
な
い
方
の
文
字
、
当
代
の
天

皇
に
つ
い
て
言
え
ば
、「
政
」
の
字
が
議
論
の
主
た
る
対
象
に
な
る
。
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一
つ
前
の
事
例
（
ｒ
）
で
示
し
た
通
り
、
中
院
通
村
は
避
諱
字
に
つ
い
て
、
日
本
で
は
訓
を
問
題
す
る
の
に
対
し
て
、
中
国
で
は
音

を
問
題
に
す
る
、
と
説
い
て
い
た
が
、
公
益
は
国
内
で
も
漢
字
の
音
が
問
題
と
さ
れ
た
事
例
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
崇
徳
天
皇
の
時
、

年
号
案
と
し
て
「
承
徳
」
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、「
先
王
」、
す
な
わ
ち
「
称
徳
天
皇
」
と
読
み
が
同
じ
な
の
で
避
け
ら
れ
た

こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
の
は
、
天
治
（
一
一
二
四
〜
一
一
二
六
）
度
の
難
陳
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
実

際
の
状
況
は
、
そ
の
主
張
と
反
対
で
あ
る
。
藤
原
宗
忠
（
一
〇
六
二
〜
一
一
四
一
）
が
年
号
案
の
「
天
治
」
に
つ
い
て
「
通
天
智
、
天
皇

号
有
憚
」
と
述
べ
、
天
智
天
皇
と
読
み
が
同
じ
な
の
で
憚
り
が
あ
る
と
指
摘
し
た
の
に
対
し
、
藤
原
為
隆
（
一
〇
七
〇
〜
一
一
三
〇
）
は

「
然
称
徳
天
皇
号
通
承
徳
、
不
可
被
用
歟
」
と
述
べ
、
そ
の
伝
で
い
く
と
、
承
徳
（
一
〇
九
七
〜
一
〇
九
九
）
は
、
称
徳
天
皇
（
在
位
：

七
六
四
〜
七
七
〇
）
と
同
じ
読
み
な
の
で
、
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
反
論
し
て
い
る
の
で
あ
る（

42
）。
公
益
が
展

開
す
る
主
張
に
話
を
戻
す
と
、
年
号
案
「
淳
仁
」
が
難
陳
の
中
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
平
治
（
一
一
五
九
〜
一
一
六
〇
）
度
の
こ
と

で
あ
り
、
訓
読
み
し
た
「
あ
つ
ひ
と
」
が
醍
醐
天
皇
の
諱
「
敦
仁
」
の
読
み
と
一
致
す
る
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
る（

43
）。
ど
う
や
ら
公

益
は
、
音
訓
い
ず
れ
で
読
ん
だ
場
合
で
も
諱
と
読
み
が
共
通
す
る
な
ら
ば
、
避
け
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
年
号
の
持
続
期
間
に
着
目
す
る
と
、
徳
治
（
一
三
〇
六
〜
一
三
〇
八
）
は
、「
邦
治
」
を
諱
と
す
る
後
二
条
天
皇
の
時
に
用
い

ら
れ
た
年
号
で
あ
り
、「
貞
正
」
賛
成
派
の
阿
野
実
顕
の
解
釈
に
よ
る
「
二
名
不
偏
諱
」、
す
な
わ
ち
二
字
か
ら
な
る
諱
の
中
、
一
文
字
だ

け
使
う
こ
と
は
支
障
な
い
、
と
い
う
規
定
に
抵
触
し
な
い
も
の
の
、
後
二
条
天
皇
の
崩
御
に
よ
り
、
徳
治
は
わ
ず
か
三
年
し
か
続
か
な
か

っ
た
。
事
例
（
ｑ
）
に
出
て
き
た
乾
祐
も
短
期
間
し
か
続
か
ず
、
後
漢
王
朝
最
後
の
年
号
と
な
っ
た
。
公
益
は
、
天
皇
や
皇
帝
の
諱
の

一
字
を
犯
し
た
年
号
の
持
続
期
間
が
短
か
っ
た
と
い
う
現
実
は
、「
周
公
・
孔
子
の
法
」、
す
な
わ
ち
周
公
や
孔
子
の
教
え
が
説
か
れ
て
い

る
経
書
に
記
さ
れ
て
い
る
規
定
を
文
字
通
り
実
行
す
る
必
要
が
無
い
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
凶
事
の
先
例
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

れ
を
押
し
切
っ
て
天
皇
の
諱
の
文
字
を
含
む
年
号
を
使
お
う
と
す
る
の
は
、
見
識
が
狭
い
に
も
程
が
あ
る
と
結
論
づ
け
る
。

　

年
号
案
「
貞
正
」
を
め
ぐ
る
議
論
は
さ
ら
に
続
く
が
、
概
要
は
示
し
得
た
の
で
、
紹
介
は
こ
こ
ま
で
に
と
ど
め
る
。
事
例
（
ｑ
）
〜
（
ｓ
）

か
ら
看
取
さ
れ
る
通
り
、
中
世
と
同
様
、
江
戸
時
代
の
難
陳
の
中
で
も
経
学
上
の
問
題
を
め
ぐ
る
議
論
が
展
開
す
る
こ
と
が
あ
り
、
複
数



七
六

の
公
卿
が
注
釈
書
の
引
用
に
と
ど
ま
ら
な
い
レ
ベ
ル
の
自
説
の
開
陳
と
他
説
へ
の
反
論
を
行
っ
て
い
た
。
日
本
に
お
け
る
経
学
を
含
む
漢

学
受
容
の
状
況
を
示
す
学
術
資
料
の
一
つ
と
し
て
、
難
陳
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

六
、
結　
　
　

論

　

本
稿
で
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
難
陳
を
対
象
に
、
経
学
と
の
関
わ
り
の
観
点
か
ら
考
察
を
進
め
た
。
そ
の
結
果
、
中
世
と
は
異
な
り
、

朱
熹
に
代
表
さ
れ
る
宋
学
系
の
注
釈
書
が
年
号
勘
文
の
中
の
み
な
ら
ず
、
難
陳
の
中
で
も
大
々
的
に
活
用
さ
れ
て
い
る
状
況
が
確
認
さ
れ

た
。
た
だ
し
、
こ
の
現
象
は
一
過
性
の
よ
う
で
も
あ
り
、
江
戸
中
期
以
降
は
漢
学
一
尊
に
逆
戻
り
し
て
い
る
か
に
も
見
え
る
の
で
、
こ
の

点
に
関
す
る
調
査
と
考
察
は
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
た
。

　

江
戸
時
代
に
お
け
る
難
陳
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
中
世
と
同
様
、
中
国
の
辞
書
に
対
す
る
依
存
度
が
相
当
高
い
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。

辞
書
は
、
字
音
・
字
義
の
調
査
は
も
と
よ
り
、
自
説
を
根
拠
づ
け
る
の
に
適
当
な
漢
籍
の
記
述
を
検
索
・
提
示
す
る
た
め
に
も
使
わ
れ
て

お
り
、
そ
の
よ
う
な
使
い
方
が
さ
れ
た
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
二
点
提
示
し
た
。
一
つ
は
、
参
仕
公
卿
が
必
ず
し
も
難
陳
の
議

論
を
行
う
の
に
必
要
な
漢
学
の
知
識
を
備
え
て
い
た
と
は
限
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
公
卿
が
利
用
可
能
な
漢
籍
を
十
分
に

収
蔵
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
二
点
は
あ
く
ま
で
も
推
測
で
あ
り
、
今
後
の
検
討
と
解
明
を
必
要
と

す
る
。
難
陳
の
中
で
提
示
さ
れ
る
辞
書
に
は
時
代
に
よ
る
変
化
も
認
め
ら
れ
た
。
古
い
辞
書
よ
り
新
し
い
辞
書
の
方
が
情
報
量
が
多
い
の

が
通
例
で
あ
る
か
ら
、
中
国
で
新
し
い
辞
書
が
出
る
と
、
そ
の
新
出
の
辞
書
に
切
り
替
え
て
い
る
こ
と
、
本
稿
で
論
及
し
た
範
囲
で
は
、

依
拠
す
る
辞
書
が
《
古
今
韻
会
挙
要
》
↓
《
字
彙
》
↓
《
康
煕
字
典
》
と
移
り
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
た
。

　

経
学
に
関
す
る
難
陳
の
具
体
的
な
事
例
と
し
て
、《
礼
記
》
の
「
二
名
不
偏
諱
」
句
を
踏
ま
え
た
避
諱
と
年
号
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
討

議
の
内
容
を
紹
介
し
た
。
寛
永
度
の
改
元
定
に
参
仕
し
た
公
卿
の
多
く
が
年
号
案
「
貞
正
」
に
つ
い
て
賛
否
い
ず
れ
か
の
立
場
に
立
っ
て

詳
細
な
議
論
を
展
開
し
て
お
り
、
そ
の
議
論
の
中
で
は
、
辞
書
か
ら
転
引
さ
れ
た
典
籍
ば
か
り
で
な
く
、
自
身
で
検
出
し
た
経
注
疏
を
含

む
漢
籍
の
記
述
も
提
示
さ
れ
て
お
り
、
討
議
を
通
し
て
経
義
を
確
定
し
よ
う
と
す
る
試
み
も
な
さ
れ
て
い
た
。
難
陳
の
常
と
し
て
、
避
諱
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字
に
関
わ
る
先
例
に
対
し
て
も
十
分
に
検
討
が
加
え
ら
れ
、
先
例
が
経
義
よ
り
優
先
さ
れ
る
と
す
る
立
場
を
示
す
公
卿
も
い
た
。
少
な
か

ら
ぬ
賛
同
者
が
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
貞
正
」
が
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
避
諱
字
を
含
ん
だ
年
号
の
先
例
が
芳
し
く
な
い
こ
と

が
影
響
し
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

　

江
戸
時
代
の
改
元
は
幕
府
主
導
で
決
め
ら
れ
た
か
ら
、
難
陳
の
議
論
の
重
要
性
は
そ
れ
以
前
よ
り
低
下
し
て
お
り
、
参
仕
公
卿
が
お
ざ

な
り
の
議
論
を
す
る
こ
と
で
お
茶
を
濁
し
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
し
か
し
、
発
言
者
の
説
い
て
い
る
内
容
を
見
る
と
、
相
当
の

調
査
を
し
た
上
で
改
元
定
に
臨
む
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
た
。
彼
ら
の
真
摯
な
態
度
が
家
名
維
持
の
意
識
に
よ
る
も
の

な
の
か
、
そ
れ
と
も
伝
統
保
護
の
意
識
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
そ
の
心
理
的
背
景
に
つ
い
て
も
今
後
、
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

今
後
の
課
題
を
い
く
つ
か
提
示
し
た
つ
い
で
に
、
本
論
の
中
で
取
り
上
げ
な
か
っ
た
論
点
を
最
後
に
一
つ
提
示
し
た
い
。
そ
れ
は
経
典

に
対
す
る
意
識
の
変
化
で
あ
る
。
既
に
事
例
（
ｊ
）
に
お
い
て
見
た
通
り
、
慶
安
度
に
お
い
て
勘
申
さ
れ
た
年
号
案
「
慶
安
」
に
対
し
て
、

姉
小
路
公
景
は
「
離
合
」
の
観
点
か
ら
論
難
を
加
え
て
い
た
が
、
難
陳
の
中
で
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

且
又
引
文
「
乃
終
有
慶
、
安
貞
之
吉
、
応
地
無
（
彊
）〔
疆
〕」
是
坤
卦
之
辞
、
本
安
貞
之
引
文
也
。
斯
全
有
純
陰
、
先
輩
被
難
者
、

有
地
無
天
之
故
也
。〈（
繋
辞
）〔
序
卦
〕〉：「
有
天
地
、
然
後
有
万
物
」。
又
神
書
：「
天
先
成
而
地
後
定
、
然
後
神
聖
生
其
中
焉
」。

其
（
土
）〔
上
〕「
陽
、
君
子
之
道
也
。
陰
、
小
人
之
道
也
」。「
君
子
之
道
、
闇
然
日
章
。
小
人
之
道
、
的
然
日
亡
」。
可
有
如
何
歟
。

　

引
文
は
《
周
易
・
坤
卦
・
彖
伝
》
に
も
と
づ
き
、
既
に
安
貞
（
一
二
二
七
〜
一
二
二
九
）
の
引
文
と
し
て
使
わ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
大

き
な
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
、
坤
卦
は
全
て
の
爻
が
陰
で
あ
る
か
ら
、
陰
が
象
徴
す
る
地
ば
か
り
が
あ
っ
て
、
陽
が
象
徴
す
る
天
が

無
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
非
難
が
「
先
輩
」
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
「
先
輩
」
と
称
さ
れ
て
い
る
の
は
、
左
大
臣
藤

原
経
宗
（
一
一
一
九
〜
一
一
八
九
）
と
考
え
ら
れ
、
安
元
（
一
一
七
五
〜
一
一
七
七
）
度
の
難
陳
に
お
い
て
藤
原
光
範
（
一
一
二
六
〜
？
）

に
よ
っ
て
勘
申
さ
れ
た
年
号
案
「
安
貞
」
に
対
し
て
、「
年
号
者
可
象
天
、
而
此
文
易
坤
卦
文
也
。
偏
有
地
無
天
文
」
と
批
判
を
加
え
て

い
る（

44
）。
公
景
は
、
そ
の
先
例
を
踏
ま
え
、
天
地
は
い
ず
れ
も
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ず
、
天
と
地
と
で
は
天
が
相
対
的
に
重
要
で
あ
る



七
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こ
と
を
示
す
た
め
に
、《
周
易
・
序
卦
伝
》、「
神
書
」、
宋
・
鄭
汝
諧
《
易
翼
伝
・
上
経
下
・
大
過
》、
宋
・
史
浩
《
尚
書
講
義
・
周
官
》

の
順
に
、
古
・
新
注
の
経
伝
を
含
む
典
籍
の
句
を
列
挙
す
る
。

　

こ
こ
で
着
目
す
べ
き
は
、
宋
学
系
の
注
釈
書
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
は
な
く
、「
神
書
」
と
称
さ
れ
る
典
籍
が
引
か
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。「
天
先
成
而
地
後
定
、
然
後
神
聖
生
其
中
焉
」
は
、
漢
籍
で
は
な
く
《
日
本
書
紀
・
神
代
巻
》
に
見
え
る
。
従
来
、
難
陳
の

中
で
引
用
・
言
及
さ
れ
る
の
は
漢
籍
に
限
ら
れ
、
年
号
勘
文
の
引
文
の
典
拠
と
し
て
記
さ
れ
る
の
と
同
類
の
古
い
漢
籍
が
大
半
を
占
め
て

い
た
の
だ
が
、
時
代
が
降
る
に
つ
れ
、
新
注
系
統
の
注
釈
書
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
漢
籍
以
外
の
典
籍
が
難
陳
の
中
で

使
わ
れ
る
こ
と
は
絶
え
て
無
か
っ
た
の
だ
が
、
江
戸
初
期
に
至
る
と
、
国
書
、
そ
れ
も
「
神
書
」
と
題
し
て
《
日
本
書
紀
》
が
引
用
さ
れ

る
、
と
い
う
新
た
な
状
況
が
観
察
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
難
陳
研
究
が
持
つ
豊
か
な
可
能
性
を
示
し
た
と
こ
ろ
で
本
稿
を
擱

筆
す
る
。

﹇
附
記
﹈ 　

本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
年
号
勘
文
資
料
の
研
究
基
盤
の
構
築
」（
課
題
番
号
：15H

03157

）、
中
央
大
学
特
別
研
究
費
（
平

成
二
十
八
・
二
十
九
年
度
）
お
よ
び
中
国
国
家
社
科
基
金
重
大
項
目
「
日
本
《
十
三
経
注
疏
》
文
献
集
成
」（16ZD

A
109

）
に
よ
る
研
究
成
果

の
一
部
で
あ
る
。

注

（
1
）　
《
建
久
改
元
定
記
》（《
続
群
書
類
従
》
第
十
一
輯
上
、
巻
二
八
七
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
五
八
年
）、
二
九
四
頁
上
。

（
2
）　

改
元
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
森
本
角
蔵
《
日
本
年
号
大
観
》
第
三
章
〈
改
元
次
第
〉（
目
黒
書
店
、
一
九
三
三
年
）
や
所
功
《
年
号
の
歴
史
―

元
号
制
度
の
史
的
研
究
―
（
増
補
版
）》
第
五
章
〈
年
号
の
選
定
方
法
〉（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
八
年
）
等
を
参
照
。

（
3
）　

森
本
角
蔵
《
日
本
年
号
大
観
》、
一
九
頁
。

（
4
）　
「
難
陳
の
議
論
が
定
例
化
し
た
」
時
期
に
つ
い
て
言
う
と
、
年
号
勘
文
の
勘
申
や
難
陳
を
含
む
改
元
手
続
き
は
、
年
号
導
入
当
初
か
ら
整
備
さ
れ

て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
年
号
や
典
拠
と
な
る
漢
籍
の
文
字
の
吉
凶
に
関
す
る
先
例
の
蓄
積
が
無
い
状
態
で
は
、
ま
と
も
な
議
論

が
で
き
た
は
ず
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
管
見
に
よ
る
と
、
大
化
以
降
、
祥
瑞
に
よ
る
改
元
が
な
さ
れ
て
い
た
時
期
の
年
号
は
、
漢
籍
の
典
拠
が
無
い
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の
が
普
通
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
年
号
勘
文
を
集
成
し
た
《
元
秘
別
録
》
に
は
、
仁
寿
（
八
五
一
〜
八
五
四
）
度
以
前
の
年
号
勘
文
は
収
録
さ
れ

て
お
ら
ず
、
仁
寿
度
以
後
は
延
喜
（
九
〇
一
〜
九
二
三
）
度
ま
で
空
白
期
間
が
あ
り
、
応
和
（
九
六
一
〜
九
六
四
）
度
以
降
、
ま
た
空
白
期
間
が
続

く
。
途
切
れ
る
こ
と
な
く
年
号
勘
文
が
並
ぶ
よ
う
に
な
る
の
は
、
正
暦
（
九
九
〇
〜
九
九
五
）
度
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
年
号
勘
文
の
記
録
が
残
っ

て
い
な
い
期
間
の
年
号
に
関
し
て
、
森
鴎
外
《
元
号
考
》・
森
本
角
蔵
《
日
本
年
号
大
観
》
を
始
め
と
す
る
諸
書
に
出
典
と
し
て
漢
籍
の
引
文
が
示

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
大
半
は
、
膨
大
な
漢
籍
の
中
か
ら
年
号
の
文
字
を
含
む
箇
所
を
探
し
当
て
た
「
後
付
け
」
の
典
拠
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

記
録
の
消
失
の
可
能
性
も
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
年
号
勘
文
の
勘
申
と
そ
れ
を
承
け
た
難
陳
の
議
論
が
恒
例
と
な
っ
た
時
期
を
正
確
に
見

定
め
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
改
元
が
代
始
と
祥
瑞
の
み
を
理
由
と
す
る
時
期
か
ら
、
革
命
や
災
異
も
理
由
に
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
延
喜
度
頃
に
、

年
号
勘
文
の
勘
申
や
難
陳
を
含
む
改
元
手
続
き
が
定
式
化
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
5
）　

中
世
の
難
陳
が
持
つ
学
術
的
価
値
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
〈
日
本
年
号
資
料
与
経
学
〉（《
中
国
典
籍
与
文
化
論
叢
》
第
二
十
輯
、
鳳
凰
出
版
社
、

近
刊
）
を
参
照
。

（
6
）　

石
井
良
助
編
《
徳
川
禁
令
考
・
前
集
第
一
》
第
一
章
〈
禁
裏
向
御
法
式
〉（
創
文
社
、
一
九
五
九
年
）、
二
頁
上
。

（
7
）　

林
鵞
峰
《
改
元
物
語
》。
引
用
部
分
の
翻
刻
文
は
、
森
本
角
蔵
《
日
本
年
号
大
観
》、
四
〇
〜
四
一
頁
に
見
え
る
。

（
8
）　

所
功
《
年
号
の
歴
史
―
元
号
制
度
の
史
的
研
究
―
（
増
補
版
）》
第
五
章
〈
年
号
の
選
定
方
法
〉
第
四
節
〈
元
和
〜
延
宝
改
元
の
記
録
〉、
同
氏

編
《
日
本
年
号
史
大
事
典
》（
雄
山
閣
、
二
〇
一
四
年
）
の
〈
Ⅱ　

各
論　

日
本
公
年
号
の
総
合
解
説
〉
の
元
和
以
降
の
諸
条
を
参
照
。
江
戸
時
代

最
初
の
改
元
と
な
る
元
和
年
号
の
制
定
は
、
中
国
の
年
号
の
中
、
吉
例
と
考
え
ら
れ
た
も
の
が
そ
の
ま
ま
採
用
さ
れ
た
珍
し
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
そ

れ
ま
で
は
、
中
国
を
含
む
異
朝
で
使
わ
れ
た
年
号
は
避
け
ら
れ
て
き
た
し
、
大
半
の
年
号
は
漢
籍
の
典
拠
を
持
っ
て
い
た
が
、
幕
府
は
敢
え
て
こ
れ

ら
の
基
本
ル
ー
ル
を
無
視
し
て
新
年
号
を
制
定
す
る
こ
と
で
、
幕
府
が
「
時
の
支
配
者
」
で
あ
り
、
政
治
上
の
主
導
権
を
掌
握
し
て
い
る
こ
と
を
ア

ピ
ー
ル
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
9
）　

所
功
・
久
礼
旦
雄
・
吉
野
健
一
《
元
号
―
年
号
か
ら
読
み
解
く
日
本
史
》（
文
藝
春
秋
、
二
〇
一
八
年
）、
一
七
九
頁
。

（
10
）　

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
〈
清
原
家
の
《
論
語
》
解
釈
―
清
原
宣
賢
を
中
心
に
―
〉（《
北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
》
第
一

二
五
号
、
二
〇
〇
八
年
）
お
よ
び
そ
の
中
で
提
示
さ
れ
て
い
る
先
行
研
究
を
参
照
。

（
11
）　

水
上
雅
晴
・
石
立
善
主
編
《
日
本
漢
学
珍
稀
文
献
集
成
（
年
号
之
部
）》
第
一
冊
（
上
海
社
会
科
学
院
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
）、
七
二
二
頁
。

同
書
所
収
《
元
秘
別
録
》
の
底
本
は
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
七
冊
本
で
あ
り
、
資
料
番
号
は
「
一
四
六
―
一
二
三
」
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と

な
が
ら
、
永
和
度
の
年
号
勘
文
お
よ
び
「
朱
熹
新
注
初
引
之
」
の
書
き
入
れ
は
、
高
辻
長
成
よ
り
後
の
人
が
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
。



八
〇

（
12
）　

東
坊
城
秀
長
著
、
小
川
剛
生
校
訂
《
迎
陽
記　

第
二
》（
八
木
書
店
、
二
〇
一
六
年
）、
五
九
頁
。
永
和
度
改
元
に
お
い
て
「
新
注
」
が
出
現
し

た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
小
川
剛
生
〈
迎
陽
記
の
改
元
記
事
に
つ
い
て
〉（
水
上
雅
晴
編
《
年
号
と
東
ア
ジ
ア
》、
八
木
書
店
、
二
〇
一
九
年
春
刊
行
予

定
）
を
参
照
。

（
13
）　

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
《
改
元
部
類
記
》
写
本
全
十
五
冊
（
函
号
：
伏
・
二
〇
八
、
請
求
記
号
：
二
〇
―
五
〇
四
―
一
。
国
文
学
研
究
資
料
館
「
新

日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
上
に
公
開
さ
れ
て
い
る
白
黒
画
像
に
よ
る
）。
以
下
に
取
り
上
げ
る
江
戸
時
代
の
難
陳
記
事
は
、
寛
永
度
（
第

十
一
冊
）、
正
保
度
（
第
十
二
冊
）、
慶
安
度
（
第
十
三
冊
）、
承
応
度
（
第
十
四
冊
）、
明
暦
度
（
第
十
五
冊
）、
享
和
度
の
も
の
で
あ
る
が
、
享
和

度
を
除
き
す
べ
て
同
資
料
に
よ
る
。
享
和
度
に
つ
い
て
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
「
大
日
本
史
料
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
史
料
稿
本
」
所
収
の
《
壬

生
家
記
録
》
を
用
い
た
。
な
お
、
本
稿
引
用
の
難
陳
記
事
は
い
ず
れ
も
未
翻
刻
の
写
本
で
あ
り
、
写
本
に
は
異
体
字
や
新
旧
字
体
が
混
在
し
て
い
て
、

そ
の
ま
ま
翻
字
す
る
と
読
み
づ
ら
い
の
で
、
本
稿
で
は
特
に
支
障
の
な
い
限
り
、
引
用
の
際
、
字
体
を
通
行
字
体
に
統
一
す
る
。

（
14
）　

通
行
本
は
「
安
楽
怠
慢
使
人
亡
其
知
能
者
也
」
に
作
り
、
阮
元
《
校
勘
記
》
は
、「
廖
本
・
孔
本
・
韓
本
・
考
文
古
本
『
慢
』
作
『
惰
』、
無
『
者
』

字
」
と
説
い
て
い
る
か
ら
、
公
信
は
国
内
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
「
古
本
」
系
統
の
《
孟
子
》
を
使
っ
て
い
る
。「
亡
」
字
に
つ
い
て
、
引
用
原
典
に

引
く
《
孟
子
・
滕
文
公
上
》
は
「
失
」
に
作
る
が
、《
孟
子
》
自
体
に
異
文
は
無
い
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
同
訓
に
よ
る
誤
記
で
あ
ろ
う
。

（
15
） 

原
文
は
以
下
の
通
り
。

 
 

 
 

公
景
卿
云
：
又
就
《
易
》
観
卦
、
引
文
聊
取時

存
有
之
、〈
象
〉
辞
「
風
行
地
上
観
也
」。
然
則
風
災
之
憂
可
有
之
歟
。
又
初
六
「
童
観
、
小
人
无

咎
。
君
子
吝
」
注
「
所
見
昏
銭
、
不
能
識
君
子
之
道
」。
又
「
処
観
時
、
而
最
遠
朝
美
云
々
」。
誠
君
子
之
道
不
明
、
朝
廷
之
美
不
彰
事
、
可
謂

不
祥
歟
。

 

右
の
「
所
見
」
以
下
の
注
は
程
頤
《
伊
川
易
伝
》、「
処
観
時
」
以
下
の
注
は
王
弼
《
周
易
注
》
で
あ
る
。
な
お
、「
引
文
聊
取
存
有
之
」
句
の
「
取
」

字
は
「
時
」
の
異
文
注
記
が
入
っ
て
い
る
が
、
恐
ら
く
「
所
」
の
誤
、「
所
見
昏
銭
」
句
の
「
銭
」
字
は
「
浅
」
の
誤
。

（
16
）　

野
間
文
史
《
春
秋
左
伝
正
義
訳
注
》
第
一
冊
（
序
・
隠
公
・
桓
公
篇
）（
明
徳
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
）、
二
二
三
頁
の
訳
に
よ
る
。

（
17
）　

以
下
、
本
稿
に
お
い
て
《
古
今
韻
会
挙
要
》
を
引
く
場
合
に
は
、
明
嘉
靖
十
五
年
秦
鉞
・
李
舜
臣
刻
、
十
七
年
劉
儲
秀
重
修
本
（
江
西
本
）
の

影
印
本
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
定
本
と
し
、
同
書
中
の
掲
載
頁
を
（　

）
内
に
注
記
す
る
。
な
お
、「
天
者
、
刑
名
也
」
は
、
底
本
で
は
「
一

曰
刑
名
也
」
に
作
る
。

（
18
）　

注
（
5
）
所
掲
拙
稿
第
五
節
〈
難
陳
中
議
論
的
累
積
性
〉。

（
19
）　

源
師
時
（
一
〇
七
七
〜
一
一
三
六
）《
師
時
記
》
に
「
右
兵
衛
督
云
：
慶
字
自
本
有
難
字
也
。
件
字
庶
心
反
候
也
云
」
と
あ
る
。《
改
元
部
類
（
自



江
戸
時
代
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元
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に
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け
る
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的
要
素
（
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上
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八
一

応
和
至
建
久
）》（《
続
群
書
類
従
》
第
十
一
輯
上
、
巻
二
八
二
）、
一
七
〇
頁
下
。

（
20
）　
《
古
今
韻
会
》
と
《
古
今
韻
会
挙
要
》
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
花
登
正
宏
〈〈
古
今
韻
会
〉
と
《
古
今
韻
会
挙
要
》〉（《
古
今
韻
会
挙
要
研
究
―
中

国
近
世
音
韻
史
の
一
側
面
》、
汲
古
書
院
、
一
九
九
七
年
）
の
中
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
21
）　

長
沢
規
矩
也
・
長
沢
孝
三
編
著
《
和
刻
本
漢
籍
分
類
目
録
・
増
補
補
正
版
》（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）、
六
〇
頁
下
。
川
瀬
一
馬
に
よ
る
と
、《
古

今
韻
会
挙
要
》
の
応
永
五
年
刊
本
は
、
東
洋
文
庫
、
大
東
急
記
念
文
庫
、
米
沢
図
書
館
を
含
む
十
箇
所
の
収
蔵
機
関
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
同
氏
著
《
五

山
版
の
研
究
》（
日
本
古
書
籍
商
協
会
、
一
九
七
〇
年
）、
二
〇
一
頁
。《
古
今
韻
会
挙
要
》
の
伝
存
状
況
に
つ
い
て
は
、
住
吉
朋
彦
《
中
世
日
本
漢

学
の
基
礎
研
究
（
韻
類
編
）》（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
。

（
22
）　
《
説
文
》
の
伝
来
時
期
と
伝
来
当
初
に
お
け
る
普
及
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
孫
猛
《
日
本
国
見
在
書
目
録
詳
考
》（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一

五
年
）、
四
〇
一
頁
を
参
照
。《
令
集
解
》
に
お
け
る
《
説
文
》
引
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
奥
村
郁
三
編
著
《
令
集
解
所
引
漢
籍
備
考
》（
関
西
大
学

出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
参
照
。

（
23
）　

岡
井
慎
吾
《
日
本
漢
字
学
史
》（
明
治
書
院
、
一
九
三
五
年
）、
一
二
二
〜
一
二
三
頁
。

（
24
）　

阿
部
隆
一
著
、
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
編
《
阿
部
隆
一
遺
稿
集
》
第
一
巻
〈
宋
元
版
篇
〉（
汲
古
書
院
、
一
九
九
三
年
）、
二
二

五
頁
上
。

（
25
）　

長
沢
規
矩
也
編
著
《
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
古
書
分
類
目
録
・
訂
補
版
》（
汲
古
書
院
、
一
九
七
五
年
）。

（
26
）　

長
沢
規
矩
也
・
長
沢
孝
三
編
著
《
和
刻
本
漢
籍
分
類
目
録
・
増
補
補
正
版
》、
五
一
頁
下
〜
五
二
頁
上
。

（
27
）　

住
吉
朋
彦
〈
韻
類
書
を
め
ぐ
る
断
章
〉（
福
島
金
治
編
《
学
芸
と
文
芸
》、
竹
林
舎
、
二
〇
一
六
年
）、
三
三
九
頁
。
禅
僧
に
よ
る
《
古
今
韻
会
挙
要
》

活
用
の
具
体
的
な
事
例
は
、
拙
稿
〈
東
坡
詩
抄
物
に
見
る
五
山
僧
の
経
学
初
探
〉
第
三
節
（
二
）〈
韻
書
お
よ
び
仏
典
の
利
用
〉（
北
海
道
教
育
大
学

釧
路
校
国
語
科
研
究
室
《
国
語
論
集
》
第
十
号
、
二
〇
一
三
年
）
を
参
照
。

（
28
）　

本
稿
所
引
の
梅
膺
祚
《
字
彙
》
は
《
続
修
四
庫
全
書
》
本
で
あ
り
、
引
用
の
際
は
（　

）
内
に
掲
載
冊
と
頁
を
注
記
す
る
。

（
29
）　

滝
川
資
原
考
証
、
水
沢
利
忠
校
補
《
史
記
会
注
考
証
附
校
補
》（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）。

（
30
）　

本
稿
所
引
の
張
自
烈
《
正
字
通
》
は
《
続
修
四
庫
全
書
》
本
で
あ
り
、
引
用
の
際
は
（　

）
内
に
掲
載
冊
と
頁
を
注
記
す
る
。

（
31
）　
《
壬
生
家
記
録
》（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
「
大
日
本
史
料
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
所
収
「
史
料
稿
本
」
に
よ
る
）。

（
32
）　
《
字
彙
》
の
誤
記
の
依
る
と
こ
ろ
を
考
え
る
と
、〈
大
雅
・
仮
楽
〉「
仮
楽
君
子
」
毛
伝
に
「
仮
、
嘉
也
」
の
訓
詁
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

《
礼
記
・
中
庸
》
所
引
の
詩
句
が
「
嘉
楽
君
子
」
に
作
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
影
響
し
た
可
能
性
が
あ
る
。



八
二

（
33
）　

長
沢
規
矩
也
・
長
沢
孝
三
編
著
《
和
刻
本
漢
籍
分
類
目
録
・
増
補
補
正
版
》、
五
〇
頁
上
。
足
利
学
校
に
し
て
も
明
・
程
栄
校
漢
魏
叢
書
本
を
底

本
に
し
た
寛
文
九
年
刊
和
刻
本
し
か
収
蔵
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
長
沢
規
矩
也
編
著
《
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
古
書
分
類
目
録
・
訂
補

版
》、
五
頁
下
。

（
34
）　

張
玉
書
等
編
《
新
修
康
煕
字
典
》（
上
海
書
店
、
一
九
八
八
年
）、
四
六
一
頁
上
。

（
35
）　

岡
井
慎
吾
《
日
本
漢
字
学
史
》、
二
七
二
頁
。《
康
煕
字
典
》
に
関
す
る
《
典
籍
概
見
》
の
言
及
は
、
長
沢
規
矩
也
・
阿
部
隆
一
編
《
日
本
書
目

大
成
》
第
三
巻
（
汲
古
書
院
、
一
九
七
九
年
）、
一
五
九
頁
下
に
見
え
る
。

（
36
）　

長
沢
規
矩
也
・
長
沢
孝
三
編
著
《
和
刻
本
漢
籍
分
類
目
録
・
増
補
補
正
版
》、
五
六
頁
下
。

（
37
）　

江
戸
時
代
に
お
け
る
漢
籍
の
間
接
利
用
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
〈
吉
田
篁
墩
《
論
語
集
解
攷
異
》
に
お
け
る
校
勘
〉（《
日
本
漢
文
学
研
究
》

第
九
号
、
二
松
学
舎
大
学
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
日
本
漢
文
教
育
研
究
推
進
室
、
二
〇
一
四
年
）
の
中
で
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。

（
38
）　

注
（
5
）
所
掲
拙
稿
第
五
節
〈
難
陳
中
議
論
的
累
積
性
〉。

（
39
）　
「
二
字
の
諱
を
二
つ
な
が
ら
諱
む
こ
と
は
し
な
い
」
の
意
を
表
す
の
で
あ
れ
ば
、「
不
二
諱
」
で
も
良
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
山
井
鼎
《
七

経
孟
子
考
文
》
や
阮
元
《
校
勘
記
》
を
見
る
限
り
、
そ
の
よ
う
に
作
る
版
本
は
存
在
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
待
考
。
な
お
、「
二
名
不
偏
諱
」
の
「
偏
」

字
は
「
徧
」
に
作
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
含
め
、
段
玉
裁
が
こ
の
句
に
つ
い
て
考
証
を
加
え
て
い
る
。
段
玉
裁
〈
二
名
不
徧
諱
説
〉（《
経
韻
楼
集
》

巻
十
一
）
を
参
照
。

（
40
）　
「（
又
）〔
之
〕」
は
、
底
本
は
「
又
」
に
作
る
が
、「
之
」
の
誤
字
だ
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
示
す
。
以
下
同
じ
。

（
41
）　

こ
の
避
諱
に
つ
い
て
は
、《
古
今
韻
会
挙
要
》
と
《
字
彙
》
の
「
省
」
字
の
説
解
で
言
及
さ
れ
て
い
る
の
で
、
参
考
に
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
た

だ
し
両
書
と
も
「
避
元
后
諱
」（
二
八
四
頁
下
／
第
二
三
三
冊
、
一
一
六
頁
下
）
に
作
り
、「
元
后
」
二
字
に
続
く
「
父
」
字
を
落
と
し
て
引
用
し
て

い
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
は
い
な
い
。

（
42
）　

源
師
時
《
師
時
記
》（《
改
元
部
類
（
自
応
和
至
建
久
）》、《
続
群
書
類
従
》
第
十
一
輯
上
、
巻
二
八
二
）、
一
七
〇
頁
下
。

（
43
）　

藤
原
為
親
《
為
親
卿
記
》（《
改
元
部
類
（
自
康
治
至
康
正
）》、《
続
群
書
類
従
》
第
十
一
輯
上
、
巻
二
八
三
）、
一
九
三
頁
上
。

（
44
）　

中
山
忠
親
《
山
槐
記
》（《
改
元
部
類
（
自
康
治
至
康
正
）》、《
続
群
書
類
従
》
第
十
一
輯
上
、
巻
二
八
三
）、
一
九
七
頁
上
。


